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ご挨拶

　GCONは、2021年の高専制度創設60周年記念を機に、未来の女性技術者・研究者として期

待される高専の女子学生を中心に、日頃の研究や学習の成果を発表し、競い合う場として、

企画されたものです。

　GCON2025は、内閣府、文部科学省等からのご後援並びに18社にわたる企業のご支援とご

力を受け賜わり、昨年12月にその本選を成功裏に開催することができました。

　この場をお借りしまして、ご協力いただいた全ての関係者の皆様方へ厚く御礼を申し上げ

ます。

　このコンテストの開催趣旨でもある「現代社会におけるダイバーシティの実現に向けた取

組」は近年、重要課題として挙げられています。

　そのような中、高専で学ぶ女子学生諸君が、SDGsの視点から社会課題の解決に向けた技術

開発の方向性やユニークで具体的な内容を提案し、ビジネスチャンスの創出に挑戦すること

は、このコンテストの存在が大きな意義を持つものと考えています。

　これらの「ダイバーシティの実現に向けた取組」として、全国の国公私立高専の学生諸君

から技術開発提案を募り、今大会では89件の提案が提出されました。

 　書面審査と面談審査を通じて、本選へ出場する12チームまで絞り込まれた後、さらにメン

ターによるプレゼンテーション力の向上を目指す指導を経て、本選においてその成果を十分

に発揮しています。この取り組みは、出場した学生諸君の更なる成長の機会を創出し、将

来、日本の女性技術者・研究者として活躍されることを促進する契機となるものと期待して

います。

　国立高等専門学校機構では、創造的で実践的な技術者の育成に向けて、ダイバーシティ・
エクイティ&インクルージョン（ＤＥ＆Ｉ）の精神に則り行動計画を策定しています。
 具体的には、入学者に占める女子比率35%以上、教員採用者に占める女性採用比率を専門学
科20%以上かつ全体30%以上、その他高専運営における上位職に占める女性比率の向上、高
専教職員の障がい者雇用の法定雇用率の向上等、かなり意欲的、かつ具体的な内容になって
います。
 この背景には、日本はOECD諸国の中で、理系人材の女性割合が最下位の状況であり、その
大きな原因として、女子生徒の理工系進学への関心の喚起が十分ではない、あるいは女性に
向いていないという間違った認識があることです。
 一方で、日本の教育、特に数学の力、理科の力は世界でもトップレベルです。その中でも、
高専生は先駆的な技術教育を受けており、さらに先に行く実力を身につけていると言えま
す。
 高専GCONでは、女子学生を中心とするチームが社会の様々なことに関心を持ち、自分たち
の技術でどのように社会課題を解決できるかを考え、そして実現させることに挑戦していま
す。
　GCONを通じて、女子高専生たちの活躍を広く社会に発信し、日本全体でＤＥ＆Ｉ推進が
進んでゆくことを祈念するとともに、関係者の皆様のご尽力に感謝申し上げます。

日本全体でのDE&I推進に向けて

未来の日本の女性技術者・研究者の活躍を願って

谷口　功

独立行政法人国立高等専門学校機構

理事長

横山 広美
独立行政法人国立高等専門学校機構

理事

東京大学国際高等研究所

カブリ数物連携宇宙研究機構

教授
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GCONの“Ｇ”が取れる日を目指して
　こうした背景の中で、国立高等専門学校機構と日本経済新聞社は、

      高専における「Society5.0型創造的技術人材」の育成機会の拡大

     女性技術者・研究者が少ない日本の現状打破

に向けて、高専女子の社会的な価値の認知や活躍の場を拡げ、未来への飛躍を期して、「高専GCON（高専GIRLS

SDGs×Technology Contest）」を2021年度にプレ大会、翌年度に高専制度創設60周年記念として第1回大会を開催。2023

年度には第2回大会を開催し、全国の46高専85チームが参加し、高専女子を主体とするチームがSDGsとテクノロジーで社

会課題を解決するコンテストとしての地位を築きあげてきました。

　2024年度、高専GCONはさらに進化し、「 高専でのダイバーシティ啓発、高専生の研究・取り組み、キャリア支援を推

進し、社会の未来を担う技術者・研究者の育成に寄与する」ことを目的に掲げ、第3回大会を開催しました。

　そして、これからもコンテストの社会への発信を通じて、

日本の女性技術者・研究者を増やすことへの貢献を図って

まいります。

　日本の女性技術者・研究者を増やすためのポジティブア

クションとしてスタートした「高専GCON」。

日本でより女性活躍推進、ジェンダー平等が進む。

ダイバーシティが当たり前の社会になる。

GCONの「Ｇ（Girls）」が取れる社会の実現を目指し、

GCONは一歩一歩進んでゆきます。

次代のテクノロジー社会を支える人材を育む「KOSEN」

進まない理系女性の輩出。イノベーションを阻む要因に

　「高専（高等専門学校）」は、日本の高度経済成長を担う実

践的で高度な専門知識を持つ技術者を育成するため、1962年

に生まれました。以来、5年間の一貫教育で「社会実装人材」

育成を推進。「できないではなく、どうすればできるのか！」

を志向するチャレンジ精神に則り、地域社会の課題解決、産業

の振興に寄与してきました。そして日本のものづくり産業が大

きな転換期を迎える中、高専は国の重点政策である「アントレ

プレナーシップ教育の推進」で「高等専門学校スタートアップ

教育環境整備事業」が採択されるなど、Society5.0が掲げる

様々な社会課題をデジタルテクノロジーで解決してゆく未来人

材、高専だからこそ担える地域密着・課題解決・社会実装の創

造的技術者の育成への期待が高まっています。

   一方で、社会の新しい価値を生み出すには多様性が極めて重

要です。例えば、産業界では女性の視点の重要性が新しい価値

を生み出す原動力と言われています。しかし、OECDが加盟各

国の大学など高等教育機関の卒業・修了生に占める女性の割合

を調べたところ、2021年時点で日本は平均を大きく下回り、

「自然科学・数学・統計学」の分野で27％、「工学・製造・建

築」で16％と、いずれも加盟38カ国の最下位、前回調査

（2015年）と比較しても数値はほとんど改善していない状況で

した。

 “ダイバーシティ”と“イノベーション”が経済や企業の成長、そ

して誰もが住みやすい社会の構築に不可欠となる中で、日本が

直面している大きな課題となっています。

www.oecd.org/education/education-at-a-glance-19991487.htm
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目的

SDGsへの理解と
自分との関わり イノベーション視点

実現への道程

募集要項

加点項目

【募集テーマ】

SDGsを中心としたさまざまな社会課題の解決に向けた技術開発・アイデアの提案
高専生が日頃行っている研究や学習を基にしており、SDGsの観点から社会課題解決に貢献できる提案

実現可能性・独自性があり、これまでにない社会的インパクトにつながる課題解決への情熱ある提案

女性が活躍できる社会実現に向けた提案（例：フェムテック・フェムケア）

女性技術者・研究者の裾野を広げる提案（例：STEAM教育・女性技術者や研究者のコミュニティ形成）

4

高専GCONは、女子高専生を中心としたチームが、SDGsの視点で日頃の学習や研究の成果を基に社会課題
解決の技術開発・活動・アイデアを提案することにより、未来の研究者・技術者としてさらなる成長を促し、
コンテストの発信を通じて日本の女性技術者・研究者を増やすことへの喚起を図ってゆきます。

審査項目

課題設定（自分たちの動機・想いとテーマ選択の背景）
未来社会の解像度

社会的インパクト（効果、規模など）の想像力、表現力
課題へのアプローチの独自性、ブレイクスルーポイント
明確化

先行研究/事例の把握、技術的課題の明確化、実践・検
証の的確性
チームビルディング、外部関係者の巻き込み力

女性が活躍できる社会実現に向けた提案（例：フェムテ
ック・フェムケア）
女性技術者・研究者の裾野を広げる提案（例：STEAM
教育・女性技術者や研究者のコミュニティ形成）

本選では、①、②、③、加点項目に加え「プレゼンテーション（多くの人に対して分かりやすい発表にな
っているか、自分たちの想いを伝えられているか）」が審査対象となります。

高専の女子学生比率は右肩上がりで増加中！
　令和７年度の国立高専の女子学生比率

（本科）は25.2％、女子学生入学比率は

26.4％です。

　国立高専機構の「ダイバーシティ・エクイ

ティ＆インクルージョン（DE＆I）行動計

画」では、令和10年度末までに、「女子学生

入学比率（本科）が35％以上になることを

目標にしています。

令和4年から毎年
本科入学比率

25％超

女子学生の在籍比率及び本科入学比率

の推移（平成28年～令和7年）



高専GCON2025　年間スケジュール
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高専名 チーム名 テーマ名 分野 掲載ページ

高専GCON2025　エントリーチーム一覧

苫小牧工業高等専門学校 未来創造ブラザーズ 無言の教室に、勇気を。テクノロジーで支える「言い
たい」の気持ち ③情報系 21

④化学・生物系「愛の契り」 北の甘美な宝石「ハスカップ」、薫る。苫小牧工業高等専門学校 21

⑧ビジネス系チーズラボ 地域資源を活用した酪農の産業構造転換
 ～釧路における「蔵熟チーズ」ブランド化の試み～釧路工業高等専門学校 21

④化学・生物系ホットでクルーズ スピンゼーベック効果による廃熱の再利用釧路工業高等専門学校 22

④化学・生物系Re:Bloom 地域の農業残渣を活用した循環型社会モデルの提案一関工業高等専門学校 22

⑨その他The Bean Beetles釧路工業高等専門学校 農林×昆虫×テクノロジー＝地域循環共生圏

⑥建築系チーム９４６釧路工業高等専門学校 ソーラーパネルの下にオアシスを 22

③情報系杜のシカシカ仙台高等専門学校
「磨き残し」を可視化する、子供向けAI搭載アプリと
歯ブラシアタッチメント

9

④化学・生物系バスえもん 山形県から日本全土へ！化学分析の力で価値を創出する
外来生物ブラックバス肥料の実現鶴岡工業高等専門学校 23

④化学・生物系No.158cm 海水淡水化技術における逆浸透膜の改善研究茨城工業高等専門学校 23

④化学・生物系茨城高専・Tech.AGRI 茨城のさつまいもを核にした地域ブランド戦略茨城工業高等専門学校 10

④化学・生物系いろとりどりラボ 草木染めによる大谷石廃材のアップサイクル小山工業高等専門学校 11

⑨その他HealTech 薬箱でかなえる家庭内ケアの負担軽減小山工業高等専門学校 24

③情報系TKGs スーパーと消費者、農家と消費者のつながりをさらに高める
アプリケーションの開発群馬工業高等専門学校 24

④化学・生物系エコウィン 西湖と多々良沼から見る生物多様性群馬工業高等専門学校 24

⑤建設系群馬レベルアップ大作戦☆ 群馬発の新素材、こんにゃく飛粉を活用せよ！群馬工業高等専門学校 12

⑧ビジネス系ふたたび。
老朽化したマンホールの蓋を傘立てとしてアップサイクル
することによって、インフラの維持と循環型社会を実現す
る取り組み

豊田工業高等専門学校 28

④化学・生物系きの子 白色腐朽菌でバイオレメディエーション東京工業高等専門学校 25

④化学・生物系コスメだまめ 廃棄野菜を利用した化粧品の作成東京工業高等専門学校 25

②電気・電子系HANA Do Say! イヤホン型デバイスによる高齢者の自立支援長岡工業高等専門学校 25

②電気・電子系Bambooo 女子中学生向け モノづくりと進路づくりプログラム長岡工業高等専門学校 25

②電気・電子系黒天使＇s〜ブラックエンジェルズ〜 エンジェルの卵たちに捧ぐ～理系という翼～長岡工業高等専門学校 26

⑨その他アップルPi リンゴの芯付近に現れる蜜を非破壊で検査できる装置を開発し、
現在は職人技で検査している技を継承することをテーマ長野工業高等専門学校 26

③情報系日本の中心 里まちリング長野工業高等専門学校 26

⑧ビジネス系食育をし隊 食品ロス、あなたはなにができるの？岐阜工業高等専門学校 26

①機械・材料系遊星歯車 古民家でロボる！岐阜工業高等専門学校 27

⑧ビジネス系もとまる大好きーズ Eat Motosu! 地域と世界をつなぐ地産地消マップ岐阜工業高等専門学校 27

⑨その他酢酸マイケル
理系をもっと身近に。女子高専生発の学習支援と環境改善の
取り組み

沼津工業高等専門学校 27

⑨その他ごはんをたべよう豊田工業高等専門学校 自炊でみえるみんなの健康 28

⑤建設系梅坪坂46豊田工業高等専門学校 女子学生にひらく土木業界の未来＿女性技術者の声を力に 28

③情報系未来音声工房 飲食店の経営サポート!!対話型入口デバイス『EchoOrder』沼津工業高等専門学校 27

⑧ビジネス系ふじなび 富士山スマートナビゲーション沼津工業高等専門学校 28

⑤建設系夢見る師弟Girls 廃タイル再生資材の舗装利用で循環経済を実現！
豊田工業高等専門学校・
岐阜工業高等専門学校 13

仙台高等専門学校 ①機械・材料系まもリビング あなた専用の“安心スペース”を設計する防災アプリの開発 23

①機械・材料系マテ女と愉快ないいんちょ仙台高等専門学校 新素材リグニンとデンプンからなる生分解性代替プラ
スチック材料の開発 23

④化学・生物系Trimind小山工業高等専門学校
3Dプリンターで作製した容器にGFP溶液を入れた「プロテオラ
ンプ」で、白化したサンゴを復活させて健康状態を取り戻す。

24

7

④化学・生物系金属材料研究会 ウルトラファインバブル水を活用した精密機器の水没からの
リカバリー用洗浄液の開発旭川工業高等専門学校 22

⑨その他MECA女養成プロジェクト 技術者におけるジェンダーフリー社会の推進呉工業高等専門学校 15

奈良工業高等専門学校 YAMATO Herbal 女性の健康不安を軽減するカワラヨモギを用いた点鼻薬の開発提案 ④化学・生物系 14

19

20

21

16⑤建設系ひかみこちゃんねる いつでも、どこでも、何度でも。フラNavi for Girls徳山工業高等専門学校

17②電気・電子系阿波乙女 (あわおとめ) 共創する物語～あなたとAIの人形浄瑠璃阿南工業高等専門学校

18③情報系かっぱ AIを使った熱処理技術の継承に挑戦久留米工業高等専門学校

③情報系のんだモン 幼稚園・保育所における熱中症予防を効率化する水分管理ツ
ールの開発熊本高等専門学校

③情報系とっとこミューオン隊！ 宇宙放射線テクノロジーを活用した大規模防災エコシステム
COSMOS沖縄工業高等専門学校
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高専名 チーム名 テーマ名 分野 掲載ページ

②電気・電子系宇部高専E-Project工作教室チーム 小中学生を対象とした授業教材の提供宇部工業高等専門学校 32

②電気・電子系E-Project  ビジネスプラン 太陽光発電式扇風機搭載の電動シニアカールーフ宇部工業高等専門学校 33

⑧ビジネス系Q也 パラドックスに終止符を。宇部工業高等専門学校 35

④化学・生物系C-TROPIC 柑橘類からの化粧品開発高知工業高等専門学校 36

⑤建設系レジン de 庵治GLAY to 瀬戸内海
BLUE

廃棄物である庵治石の石粉や瀬戸内海の浜辺で採れた漂着ご
みをレジンで固めてお土産にするプロジェクト香川高等専門学校 35

④化学・生物系アサリ隊 アサリの再利用方法について熊本高等専門学校 37

④化学・生物系MiMiCs 在来トウモロコシ(もちとうきび)を使った100％食用素材使用リ
ップの作成大分工業高等専門学校 38

さつま肌びより 「顔だけじゃない」 全身ケアをAIで鹿児島工業高等専門学校 38③情報系

②電気・電子系Buzzy 宇宙空間での食料自給を可能にする自律型水耕栽培　「宙
菜（そらさい）」沖縄工業高等専門学校 39

⑨その他ゆがふぁーむ from ミヤギ農家 Bio-DX：微生物×デジタル融合によるスマートバイオスティ
ミュラント沖縄工業高等専門学校 39

⑧ビジネス系Ｓａｋｋｏｎ みんなで使おう！オンライン診療アプリ神戸市立工業高等専門学校 39

40⑨その他Eco音（えこおん） 震災時の仮設トイレにおける擬音装置導入によるプライバシ
ー対策近畿大学工業高等専門学校

③情報系カワウソーズ 音声認識と画像処理を用いた水泳タイムの自動管理アプリの開発弓削商船高等専門学校 35

②電気・電子系四代目サーキットデザインGirls 高専生のための新たなコンテスト「高専サーキットデザイン
コンテスト」の提案有明工業高等専門学校 36

④化学・生物系Nit♡Kit 細胞LAB 微生物体験型講座で理系女子人財を増やそう！北九州工業高等専門学校 37

②電気・電子系faburica ファッションが育むエコライフ阿南工業高等専門学校 35

④化学・生物系コケコッコー 地元のオリーブを使った虫除けスプレー宇部工業高等専門学校 33

④化学・生物系つむぎ高知工業高等専門学校 草木染で環境にやさしい暮らしを～オーガニックマ
ーケットで雑貨販売に挑戦～ 36

②電気・電子系Technyan's津山工業高等専門学校 地域の小中学生と高齢者を対象にした多世代交流に
つながる電気安全教材の開発と実施 31

⑨その他オレンジレンジャー広島商船高等専門学校 「映えるフードロス革命」～島の柑橘農家を救う島発
オランジェット開発～ 31

⑥建築系からふるらぼ呉工業高等専門学校 “ シン・CUD 1.0 ”の提案 32

高専GCON2025　エントリーチーム一覧

④化学・生物系すいそ組 和歌山県の水素社会構築への技術提案と水素エネルギ
ー普及に向けた啓発活動和歌山工業高等専門学校 30

⑥建築系89 木造住宅に対する風船を使った耐震化和歌山工業高等専門学校 31

⑨その他しんかぬちゃー サンゴの骨格が再び海を救う「未来の海づくり」沖縄工業高等専門学校 39

③情報系かがねこちーむ ジェスチャーで動く！AIを使った魔法のようなロボット操作熊本高等専門学校 37

⑨その他久留米高専　美術部 アート×テクノロジーでまちをつなぐ光のデザイン
― 久留米の文化と高専の多様性を活かして ―久留米工業高等専門学校 36

⑧ビジネス系ぱらぱらレボリューション マダガスカルの方々の健康を守る宇部工業高等専門学校 33

⑨その他きいろいはた 新横断旗(きいろいはた)でSefe Life へ宇部工業高等専門学校 33

②電気・電子系E-project　シーパートナーズ ウミガメ型ロボットで海岸を綺麗にする宇部工業高等専門学校 34

太陽光発電式トラッシュボックス型スロット宇部工業高等専門学校 ②電気・電子系E-project TOKIWA ファンタジア 34

⑨その他チェリー 森から食卓へ～持続可能な環境と女性の健康を～宇部工業高等専門学校 34

⑧ビジネス系LinkCare 育児のもしもを支える、病児保育アプリ宇部工業高等専門学校 34

③情報系HWB(HouseWork Busters)広島商船高等専門学校 ジェンダー平等に向けた家事分担ゲームの開発 32

⑨その他タコルゴ広島商船高等専門学校 環境問題改善とSDGsにつながるシミュレーションゲ
ームの開発 32

⑨その他ＭＡＹŌｓ津山工業高等専門学校 止水板で浸水被害からまちを守ろう！ 31

⑨その他Re-Nori Girls 海苔排水の活用法について有明工業高等専門学校 37

⑨その他（ｄｉＧｉ）² デジタルデトックスを気軽に体験できるカフェ「Café
Log Out」大分工業高等専門学校 38

杏結～ANYU～ 災害の時役立つシルバーカー奈良工業高等専門学校 ①機械・材料系 30

塩こうじ VR火災避難訓練マスター舞鶴工業高等専門学校 ③情報系 30

③情報系チームエコ鈴鹿工業高等専門学校 もったいないハンター 29

いちごラテ ③情報系「おとまも」誰かと一緒にいる安心感を音声で再現し防犯に繋げる。舞鶴工業高等専門学校 30

③情報系EKO^3鈴鹿工業高等専門学校 個人の価値観に基づくサステイナブルライフスタイル提案アプリ 29

④化学・生物系さいぼう鈴鹿工業高等専門学校 植物細胞をもっと身近に 29

③情報系ezaki-lab鳥羽商船高等専門学校 “燃やさない”選択で未来を守る─流木活用によるCO₂削減と
地域支援 29

②電気・電子系辺野コーラル★ 海上AIドローンシステムを用いたサンゴ白化回復プロジェクト」沖縄工業高等専門学校 38



杜のシカシカ
（仙台高専）

　私たちの提案する「ProperioAI」は子供の
歯磨きにおいて「磨き残しゼロ」を実現す
る、AI搭載アプリと歯ブラシアタッチメント
です。現在、日本の成人のおよそ9割が虫歯
を経験しており、その主な原因の一つは幼
少期の不適切な歯磨き習慣であると言われ
ています。さらに、その保護者、特に母親
は、子供の毎日の歯磨きチェックや子供が
しっかり歯を磨けているのかといった面で
負担や不安を抱えています。
　そこで、「ProperioAI」では、AI技術を用
いアプリ上で磨き残しをリアルタイムに可
視化することで、子供の自発的な歯磨きを
促進します。これにより、幼少期に適切な
歯磨き習慣を身に着けることで、虫歯や歯
周病といった歯科疾患のみならず、肥満や
糖尿病などの生活習慣病の予防にもつなが
り、生涯を通した健康を守ることができま
す。私たちはこのプロダクトによって、オ
ーラルケアから全身の健康を守る社会を実
現していきます。

「磨き残し」を可視化する、
子供向けAI搭載アプリと歯ブラシアタッチメント

梅津 彩果（情報系専攻科１年）
真壁 春佳（情報系４年）
山口 ひなの（情報系４年）
伊藤 知世（情報系専攻科１年）
菅 煌真（情報系専攻科１年）

高橋 晶子（総合工学科）
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茨城高専・Tech.AGRI
（茨城工業高専）

　茨城県は、さつまいもの農業産出額が全
国第1位であり、中でもほしいもは全国シェ
アが9割を誇る大産地である。しかし、ほし
いもの美味しさは農家ごとの製法に依存し
ているため、ばらつきがあり、科学的に解
明されていないといった課題がある。そこ
で私たちは、ほしいもの美味しさをデータ
サイエンスで解明する取り組みを始めた。
乾燥後のほしいもの糖度を数値化し、乾燥
炉と機械学習技術で最適な乾燥条件を探
る。
　さらに官能試験を行い、美味しいほしい
もを定義する。また、ほしいもを作る際に
出る残渣は廃棄せず、酵母化し、パンに活
用。ほしいもとパンの2本柱で、美味しさの
追求と同時に食品ロスの削減に挑戦する。
誰でも再現可能な美味しいほしいもの製法
で美味しさのばらつきの軽減、パン人気の
高まりにも応え、最終的にはさつまいもを
用いた製品のブランド化による茨城県の認
知向上や地域活性など地域的効果を目指
す。

茨城のさつまいもを核にした地域ブランド戦略

濱本 夏芽（電気・電子系２年）
中垣 陽斗（機械・制御系２年）
小川 楓美（化学・生物・環境系２年）
関戸 愛夏（機械・制御系２年）
藤原 ほなみ（機械・制御系２年）

二田 亜弥（専門共通教育部）
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いろとりどりラボ
（小山工業高専）

　栃木県大谷町付近で採掘される大谷石は
建材などに用いられていましたが、震災な
どの影響によりその多くが廃材となりまし
た。小山高専の先輩が先行研究で大谷石の
主成分である天然ゼオライトの吸着性に着
目し、色素を吸着させる研究をしていまし
た。
　私たちは昨年度から草木染の公開講座を
行なっており、これを大谷石に応用するこ
とで新しい天然色材として利用できると考
えました。この色材は天然ミネラル色材に
ない色を出すことができるので、低アレル
ギー性の有機合成色素不使用化粧品などへ
の応用が期待できます。また、アレルギー
持ちの人だけでなく、ハラールやビーガン
の方にも使っていただける化粧品が作れる
と思います。

草木染めによる大谷石廃材のアップサイクル

星野 眞子(物質工学科４年）
増田 晴日(物質工学科４年）

渥美 太郎(物質工学科）
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群馬レベルアップ大作戦☆
（群馬工業高専）

　煮物に入っていると嬉しいあの食材、群
馬県の特産品だと知っていましたか？そ
う、こんにゃくです！群馬県はこんにゃく
の生産量が日本一で全体の9割を占めていま
す。本提案ではこんにゃくを生産する過程
にでる廃棄物、飛粉(とびこ)に着目し環境問
題を解決していきます。
　1つ目の提案は飛粉の保水性に着目し、粉
じん対策に利用します。群馬ならではの強
風、赤城おろしによる砂埃、粉じんを軽減
し視界不良や健康被害を防ぎます。
　2つ目の提案は飛粉の吸水性に着目し、土
質改良に利用します。ぬかるんでいる土を
歩けるようになるまで改良し災害時などで
も安全に避難することを目標にしていま
す。
　まだまだ女性が少ないと言われる建設分
野の課題に私たちが取り組み、広く伝える
ことでより多くの女性がこの分野に興味を
持ってくれたら嬉しいです。また、群馬発
の素材で群馬の環境問題を解決することで
地産地消に繋げます。私たちが群馬をレベ
ルアップさせます。

群馬発の新素材、こんにゃく飛粉を活用せよ！

坂本 真百合（環境都市工学科３年）
栗本 衣咲（環境都市工学科３年）

渡邊 祥庸（環境都市工学科）
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夢見る師弟Girls
（豊田工業高専・岐阜工業高専）

　私たちは、美濃地方で製品化されずに廃
棄される廃タイルが引き起こすCO₂排出や埋
立地問題といった環境課題に着目しまし
た。美濃地方は窯業従事者が多く、大量に
発生する廃タイルが生産工場の敷地を逼迫
させるだけでなく、高額な産業廃棄物処理
費用を発生させるという深刻な課題に直面
しています。
　豊田高専と岐阜高専から美濃地方の窯業
の産地までは車で1時間圏内と地理的に近接
しているため、私たちは地元地域の一員と
してこの廃タイル問題の解決に貢献したい
と考え、チームを結成しました。
　私たちはまず、廃タイルを原料とするリ
サイクル骨材の再生技術を開発し、特に道
路舗装に最適な骨材の製造を実現しまし
た。さらに、多治見市役所と連携し、業界
横断的なコンソーシアムの設立に取り組
み、世界に先駆けた廃タイルの再資源化と
その活用を通じて、循環型社会の実現を目
指します。

廃タイル再生資材の舗装利用で循環経済を実現！

村松 美果（豊田高専・環境都市工学科２年）
太田 渚月（豊田高専・環境都市工学科２年）
市川 愛芽（岐阜高専・環境都市工学科２年）
戸田 明唯（岐阜高専・環境都市工学科２年）
幅 萌々杏（岐阜高専・環境都市工学科２年）

大畑 卓也（豊田高専・環境都市工学科）
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YAMATO Herbal

（奈良工業高専）

　女性特有の健康不安は日常生活に大きな

影響を及ぼしています。本研究では、奈良

の薬草文化に根ざしたカワラヨモギ（茵陳

蒿）を活用し、よもぎ蒸しの効果を手軽に

得られる新しい形態として「点鼻薬」の開

発を提案します。独自のアンケート（回答

数193名）では、約半数が腹痛や肌荒れなど

の不調を抱え、よもぎ蒸しに対して「高価

で続けにくい」と感じていることが明らか

になりました。

　そこで、粘膜吸収を活かした即効性と携

帯性を備えた点鼻薬により、日常の中で無

理なく体調管理を行えると考えました。ま

た、地域の企業と連携して精油抽出や香り

成分の分析を進め、安全で実用的な製剤化

を検討中です。本提案では、SDGs目標5

「ジェンダー平等」を“女性が本来の力を発

揮できる社会”と定義し、健康不安の軽減を

通じてSDGs目標3「すべての人に健康と福

祉を」を目指します。

　そして、女性の誰もが自分らしく快適に

過ごせる社会の実現に貢献します。

女性の健康不安を軽減するカワラヨモギを用いた点鼻薬の開発提案

福角 里菜（物質化学工学科３年）

寺田 愛子（物質化学工学科３年）

森下 小春（情報工学科３年）

山下 心愛（情報工学科１年）

渡邉 楓花（情報工学科１年）

伊月亜有子（物質化学工学科）
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MECA女養成プロジェクト
（呉工業高専）

　私たちは、工学分野に根強く残る女性へ

の固定概念を覆し、男女平等な社会参画を

推進するための活動を行っています。幅広

い年代の方々に高専について知っていただ

き、高専への進学を提案することで、工学

分野へ進むための入り口を提供していま

す。

　入学後についても、工学を進路として選

ぶ際の現実的な可能性を伝えるとともに、1

年生を対象とした相談会を開催するなどの

サポートに力を入れています。

　主な活動としては、中学生や在校生を対

象とした相談会の実施、工業系イベントへ

の参加、地元企業の説明会などがありま

す。これらの活動を通して、不安や疑問に

寄り添いながら高専に対する社会の印象を

改善し、卒業までの道筋を示すことで、女

性技術者として活躍できる人材を育成する

ことを目指しています。

技術者におけるジェンダーフリー社会の推進

大木　梨愛（電気情報工学科４年）

原田　友葉（電気情報工学科４年）

森　彩寧（建築学科２年）

増野　夏妃（建築学科２年）

多田　実央（機械工学科２年）

國安　美子（機械工学科）
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ひかみこちゃんねる
（徳山工業高専）

　地域の建設業では、根強く残るブラッ
ク・3K・男社会等の負のイメージを払拭
し、女性技術者の確保→育成→活躍の流れ
を加速させることが急務の課題です。本提
案では、実体験を基に女子学生が考案し、
お試し運用中の現場見学総合情報サイト
『フラNavi for やまぐち』を女性ユーザーに
特化した『フラNavi for Girls』に改修しま
す。
　for Girlsは進路選択前＋転職希望の女性を
主なターゲットとし、#女性用WC、#昼食付
き、#えるぼし等のアピールタグ、女性目線
での現場見学レビュー、現場見学ポートフ
ォリオによるキャリアアピールといった女
性を強く意識した独自機能を備えていま
す。
　変わりつつある建設業の今を正しく理解
してもらい【女性に支持される地域の建設
業】を目指すその先に、地域から全国へ、
全国から世界へ。高い技術力にジェンダー
平等を加えた【世界に誇れる日本の建設
業】を実現し、地球規模の地域でインフラ
産業と経済の持続的発展に貢献します。
　はばたけ、フラNavi！

いつでも、どこでも、何度でも。フラNavi for Girls

鶴田 こゆき（土木建築工学科４年）
石津 雅（土木建築工学科３年）
飯田 ひかり（土木建築工学科３年）
佐古 柑菜（土木建築工学科３年）
齊藤 遥奈（環境建設工学専攻２年）

海田 辰将（土木建築工学科）
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阿波乙女（あわおとめ）
（阿南工業高専）

　本プロジェクトは、徳島の伝統文化であ
る阿波藍と阿波人形浄瑠璃に最先端のAI技術
を統合し、ユーザーの個性と主体性を反映
させる新しい形の文化体験を創出します。
　最大の特徴は、独自のAI性格診断プロセス
です。参加者は人形を選び、その服を藍染
めする際、AIが藍の濃淡やムラを解析し、そ
れを人形の「性格」のベースとして抽出し
ます。
　次に、このAI解析結果と、ユーザー自身の
心理学的性格診断の結果を組み合わせるこ
とで、精度の高いパーソナルデータを持っ
た3Dアバター（人形の分身)の個性を確立し
ます。
　この個性を反映したアバターは、観客がAI
太夫との対話を通じて決定したシナリオ分
岐に基づき、観客専用のカスタム舞踊を演
じます。この仕組みにより、伝統的な文化
に個人の創造性と選択の自由を取り入れ、
「あなたとAIの人形浄瑠璃」という、世界に
通用する革新的な体験を提供します。

共創する物語～あなたとAIの人形浄瑠璃

関口 心菜（創造技術工学科電気コース４年）
土岐 心陽（創造技術工学科電気コース４年）
赤尾 菜々美（創造技術工学科電気コース４
年）

藤原　健志（創造技術工学科電気コース）
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かっぱ
（久留米工業高専）

　私たちのチームは、地元の熱処理会社
「石井熱錬」の熱処理技術に焦点を当て、
生成AIを使った熱処理技術の継承に挑戦しま
す。石井熱錬は、従業員20名ほどの企業で
す。様々な会社から部品の熱処理を請け負
う下請け企業のため、作業内容は日によっ
て異なり、幅広い知識と経験が必要です。
作る部品も使う材料もさまざまで、温度や
加熱時間、細かな手順など、最適な加工方
法を判断するには、熟練者の経験や勘が欠
かせません。そこで次の世代への技術の継
承が大切になります。しかし、日々の作業
が多忙なため、座学で学ぶ時間はほとんど
取れません。また、熟練者が持つ知識の中
には言葉では説明しにくいものもありま
す。　
　私たちは、熟練技術者がもつ知識や判断
の根拠をデータとして集め、データベース
を作成し、そのデータをもとに、AIが現場の
作業員に助言を行う仕組みをつくります。
このような取り組みは他の中小企業におけ
る技術の継承にも役立つと考えます。

AIを使った熱処理技術の継承に挑戦

井上珠喜（材料システム工学科２年）
中村瞭花（材料システム工学科２年）
井手彩乃（材料システム工学科２年）
尾藤紫音（材料システム工学科１年）
古賀彩葉（材料システム工学科１年）

佐々木 大輔（材料システム工学科）
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のんだモン
（熊本高専）

　本提案は、幼稚園・保育所での熱中症予
防を効率化するAI水分管理ツールの開発で
す。
　私たちは、気候変動下での子どもの熱中
症予防という社会課題に対し、技術的解決
策を提案しました。主なターゲットは、保
育者と子どもを預ける保護者です。保育者
が行う各園児の熱中症管理を効率化するた
めに、水分摂取量を記録し、気象情報や各
園児のデータ、体調データをAIとともに判断
します。データはWebダッシュボードに集
約され、熱中症リスクを即時分析・通知し
ます。これにより、保育者の業務負担にな
らず、保護者とも情報を共有し、より効率
的な熱中症の対策と保護者の安心につなげ
ます。
　この熱中症リスクの可視化は、この大き
な気候変動の時代に新たな市場を開拓し、
女性視点での社会課題解決を目指します。

幼稚園・保育所における熱中症予防を効率化する
水分管理ツールの開発

古嶋 樹（情報通信エレクトロニクス工学
科４年）
福島 音々（情報通信エレクトロニクス工
学科４年）
小橋 茉那（情報通信エレクトロニクス工
学科４年）
上村 怜士（情報通信エレクトロニクス工
学科４年）
山口 真悟（情報通信エレクトロニクス工
学科４年）

小田川 裕之（情報通信エレクトロニクス工
学科）
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とっとこミューオン隊
（沖縄工業高専）

　近年、日本では地球温暖化の影響により

地震・豪雨・台風などの自然災害が頻発し

ている。これらの災害では予測技術が進展

している一方、土砂災害は依然として予測

が難しく、被害拡大の大きな要因となって

いる。私たちは高専入学後、毎年のように

大型台風や豪雨による土砂崩れが発生し、

地域の安全が脅かされている現状を実感し

てきた。

　この深刻な課題に対し、「宇宙×防災」を

テーマに、宇宙放射線ミューオンを活用し

た次世代防災エコシステム「COSMOS(正式

名 称 ： COSmic ray Mountain Observation

System)」を提案する。COSMOSにより山内

部の変化を新たな視点から捉え、土砂災害

の早期予測と地域住民への迅速な情報伝達

を実現し、より安全で持続可能な地域づく

りに貢献する。

宇宙放射線テクノロジーを活用した
大規模防災エコシステムCOSMOS

真栄 平乙未（情報通信システム工学科２年）

比嘉 美遥（情報通信システム工学科２年）

中地 麗魅（情報通信システム工学科２年）

金城 理子（メディア情報工学科２年）

中平 勝也（情報通信システム工学科）
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チーズラボ（釧路高専）

地域資源を活用した酪農の産業構造転換
～釧路における「蔵熟チーズ」ブランド
化の試み～

　釧路の気候条件や自然エネルギーを含む豊富な地域資源を生か
し、日本の伝統的な建築物である土蔵で熟成を行う「蔵熟チー
ズ」を地域ブランドとして打ち出す。この取り組みによって、チ
ーズの国内需要を満たすと同時に、釧路の酪農業の抱える課題で
ある「産業高度化」
と「付加価値の向
上」の解決を目指
す。

北の甘美な宝石「ハスカップ」、薫る。

「愛の契り」（苫小牧高専）

　北海道の主要農作物であ
る小豆の収穫残渣をクワガ
タムシの幼虫の餌として活
用することで、地域循環共
生圏構築の可能性を探りま
す。これまでの実験で、し
っかりと摂食することを確
認済みです。更に、幼虫の
摂食行動を可視化して行動
範囲や摂食量・時間の定量
解析を試みる画像評価シス
テムを自作して、餌として
の有効性を技術的に裏付け
ます。生態系の保護と廃棄
物の資源化をつなげ、SDGs
の目標15・12に貢献できる
地域循環型の取り組みで
す。

未来創造ブラザーズ（苫小牧高専）

　特別なゴーグルがなくても体験できる、新しい仮想空間『Another
View』を提案します。これは、部屋の壁全体に映像を映し出し、教室
を「誰もが安心して話せる、新しい学びの場」に変える仕組みです。
　「見た目が気にな
る」という心の壁や、
「距離が遠い」という
体の壁をなくし、誰も
が自信を持って挑戦で
きる世界を目指します。
全国の女子学生と、目
標となる先輩技術者を
繋ぎ、未来の担い
手を育てます。

無言の教室に、勇気を。テクノロジー
で支える「言いたい」の気持ち

The Bean Beetles（釧路高専）

農林×昆虫×テクノロジー＝地域
循環共生圏

　私たちは廃棄となっ
てしまうハスカップを
利用した化粧品の作成
により、ハスカップの
魅力を全国に伝える方
法を提案する。ハスカ
ップとは北海道の特産
果実であり、苫小牧近
郊で栽培が盛んであ
る。しかし、ハスカッ
プは傷みやすいため、
北海道以外への流通が
非常に困難である。
また、ハスカップは食
品以外への製品に加工
されることはほとんど
ない。
　私たちは廃棄される
予定のハスカップから
香り成分を抽出し、こ
れをリップクリーム、
ハンドクリームの試
作に成功した。
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チーム９４６（釧路高専）

金属材料研究会（旭川高専）

ウルトラファインバブル水を活用
した精密機器の水没からのリカバ
リー用洗浄液の開発

　釧路湿原でソーラーパネルが急増しており、景観や生態系への影響

が懸念されています。そこで、パネル下に給水所を設置し、動物たち

の避暑地として活用することを提案します。近年、温暖化で動物の夏

の暮らしは厳しさを増しています。この仕組みによりパネルは動物観

察の場として新たな価値を持ち、小さなサファリパークのような役割

を果たす可能性があると考えます。

　「地域の農業加工残渣を活用した循環型社会モデルの提案」をテ

ーマとして、地域で発生するカシスやリンゴの農業加工残渣を活用

し、食品やフレグランスなどの製品にアップサイクルすることで、

廃棄物削減

と資源の有

効活用を図

る。未利用

資源に新た

な価値を見

出し、循環

型社会の実

現と地域経

済の活性化

を目指す。

　スマートフォンは、現在のデジタル社会において必要不可欠な

デバイスである。一方でスマホは常に身につけ持ち歩く精密機

器、という特性上、塩水などへの水没にともなう故障が大きな問

題となっている。

この原因は、電解

質水溶液侵入とこ

れによる金属の腐

食が挙げられる。

そこで、本提案で

はこれら機器を海

水に落とした際の

故障リスクゼロを

目指し、ウルトラ

ファインバブル水

（以下 UFB 水）を

ベースとした不活

性水溶液を用いた

リカバー用洗浄液

を提案する。

スピンゼーベック効果による廃熱の

再利用

ホットでクルーズ（釧路高専）

ソーラーパネルの下にオアシスを

Re:Bloom（一関高専）

地域の農業残渣を活用した循環型
社会モデルの提案

　近年エネルギー資源の枯渇が深刻化する中、発電によって発生す

る廃熱など、未利用熱エネルギーの活用が求められている。こうし

た背景から、温度差によって電力を得る「ゼーベック効果」に加

え、絶縁体に熱勾配を与えてスピン流から電流を得る「スピンゼー

ベック効果」が、新たなエネルギー回収技術として注目されてい

る。私たちは地元・北海道の気候を活かし太陽光や建築物などに組

み込み，スピンゼーベック効果を電力として生み出す方法として活

用したいと考えている。
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まもリビング（仙台高専）

　このアプリは、避難所での生活環境を改善するために、防音性や遮

光性などの解決したい事柄を選択することによって、最適な材料や避

難所グッズの作り方を提案します。また、災害時は女性や子供のプラ

イバシーの確保が難しい状態になるため、アプリを通じて簡易的に仕

切りを作れる方法や、

安心して過ごせる空

間づくりにも役立ち

ます。ブルーシート

や段ボールなど手元

の物資を活用する方

法を即座に提案でき、

物資不足時には代用

品も探せる、多面的

な防災アプリです。

あなた専用の“安心スペース”を設
計する防災アプリの開発

　人口増加や気候変動により世界各国で水不足が深刻化し、「水ス

トレス」が社会・環境に悪影響を与えている。地球上の水の約 97

％を占める海水を

淡水化できれば、

持続可能な水資源

の確保に貢献でき

ると考えた。有効

な海水淡水化技術

として逆浸透膜法

が挙げられるが、

現行技術には課題

も多く残されてい

る。そこで私たち

は、従来の課題を

改善した高機能逆

浸透膜の開発に取

り組むことにした。

新素材リグニンとデンプンからな

る生分解性代替プラスチック材料

の開発

「マテ女と愉快ないいんちょ」（仙台高専）

山形県から日本全土へ！化学分析
の力で価値を創出する外来生物ブ
ラックバス肥料の実現

バスえもん（鶴岡高専） No.158cm（茨城高専）

海水淡水化技術における逆浸透膜
の改善研究

　私たちは、廃棄物であるリグニンとデンプンを原料とした生

分解性代替プラスチックの開発を行っている。本研究の主原料

であるリグニンは、高強度かつ耐熱性を持つ植物由来のバイオ

系新素材であり、日本国を挙げた研究開発が行われているが実

用化は未だされていない。私たちはリグニンを用いた強度と加

工性に優れた機能性

代替プラスチックを

開発しており、新材

料の活用による脱炭

素社会やカーボンニ

ュートラルの実現に

貢献することを目指

す。

　山形県白鷹町は鮎茶屋が観光名所だ

が、近年外来種のブラックバスにより

鮎が食べられるという被害にあってお

り、釣った方から1匹を300円で購入

して減少に努めている。鶴岡高専では

比較的少量のブラックバスを魚粉化す

る手法を提案し、令和7年度は地元の

ブランド化されているトマト農家が使

用して下さり注目を浴び

ている。鶴岡高専ではブ

ラックバス魚粉やトマト

を化学分析し価値創出に

貢献することを目指して

いる。
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　SDGs目標３「すべての人に健康

と福祉を」を目指し、誰もが安全に

服薬できるユニバーサルデザインの

薬箱を提案する。

　高齢者の誤薬や子供の誤飲・服薬

忘れを効果的に防ぎ、医療事故リス

クと家庭内ケアの負担に貢献する。

私たちが、提案する薬箱は老若男女

問わず誰でも使い

やすく、視覚的

（今、飲む薬のみ

判断可能）に扱い

やすいデザインと

した。

　さらに、今飲む

薬だけ取り出せる

構造としたのみだ

けではなく、飲忘

れアラート機能も

搭載する。

Trimind（小山高専）

　私たちは、生物の多様性、生態系を保全するという点に着目した

研究を行います。群馬高専の敷地内にある湖は非常に生物の多様性

に富んでおり、一年中、様々な動植物が生態系を育みます。そこ

で、湖の生態調査や水質

調査などを通して、生物

の多様性や健康状態につ

いて理解を深めたいと思

いました。私たちが湖で

見られる生態調査や水質

調査をもとに湖の環境調

査を応用できたら良いと

考えています。

薬箱でかなえる家庭内ケアの負担軽減

HealTech（小山高専）

スーパーと消費者、農家と消費者
のつながりをさらに高めるアプリ
ケーションの開発

　私たちは、GFP(緑色蛍光タンパク質)を利用した白化サンゴの復活方法

を提案します。サンゴが生きるのに必要不可欠な褐虫藻が、環境ストレス

などでサンゴ内から逃げてしまうことで、サンゴは白化します。そこで

「プロテオランプ」を

サンゴの傍に置いて褐

虫藻を呼び戻し、白化

サンゴを復活させよう

と考えます。GFPの新

たな可能性を広げると

ともに、多方面に渡る

白化サンゴ問題やSDG

sの解決に繋がることが

期待されます。

TKGs（群馬高専）

3Dプリンターで作製した容器に
GFP溶液を入れた「プロテオラン
プ」で、白化したサンゴを復活させ
て健康状態を取り戻す。

エコウィン（群馬高専）

西湖と多々良沼から見る生物多様性

　各スーパーの商品価格の比較

や、選択した材料を使ったレシピ

の提案により、消費者の負担を減

らし、販売者側は、各スーパーの

ホームページをさらに簡単に作れ

るようにし、また割引シールを賞

味期限に合わせて自動的に消費者

に配布する制度を設ける。農家で

は傷物野菜の直接の売

買や農業体験の宣伝を

行う。

　以上を一つのアプリ

で行うことができるよ

うにする。
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きの子（東京高専）

白色腐朽菌でバイオレメディエーション

　食用キノコ等が属する白色腐朽菌は、分解の難しいリグニンからグ

ルコースを生成する。この性質を利用し、脱炭素化や環境浄化への貢

献を考えた。具体的には、脱プラの一環で利用される紙製のカトラリ

ーをエタノールに分解し、SAFとして利用することで脱炭素化の貢献を

目指す。また、水処理で問題となっているフミン酸やプラスチックを

白色腐朽菌で低

分子に分解、回

収し、環境浄化

の検討を行う。

上記の取組みに

より、SDGs達成

への貢献、女性

技術者の活躍を

推進する。

　本提案は、女子中学生の進路支援を目的とした工学体験プログラ

ムである。LEDとレジンを用いた教材をはんだ付けで制作し、工学

を楽しみながら基礎を学べるとともに、完成品を持ち帰ることで達

成感につながる。さらに現役高専生との座談会を通じて進路を具体

的に描ける場を提供し、同時に保護者には講話を行い固定観念の解

消を図る。女子中学生と保護者の双方に働きかけ、家庭全体で進路

を支援する新しい教育モデルを実現する。

廃棄野菜を利用した化粧品の作成

コスメだまめ（東京高専）

イヤホン型デバイスによる高齢者の
自立支援

HANA Do Say!（長岡高専） Bambooo（長岡高専）

女子中学生向け
モノづくりと進路づくりプログラム

　私たちは実験ワークショップキットの作成・配布を考えていま

す。着目した現代社会の問題は食品廃棄物の量の多さと日本女性

の理系進学率の低さです。本提案では食品廃棄物の活用と児童の

科学への興味を高めることを目標としています。達成のために野

菜の不可食部から色素を取り出し、女性の関心度が高い化粧品を

作るワークショップを考えました。また、キットを作成すること

で様々な場所での開催が可能になり。目標達成により高い効果が

期待できます。

　私たちは高齢者の自立を支援する音声アシストイヤホン「はなち

ゃん」を提案します。家の中では雑談や日課のリマインド機能で日

常生活をサポートし、外出時には帰宅困難を防ぐ道案内機能を搭載

しています。準天頂衛生システム

「みちびき」を活用して位置情報

を取得し、現在地から目的地まで

のルートを音声で案内します。

これにより、高齢者が安心して行

動範囲を広げ、自立した生活を送

ることができます。
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エンジェルの卵たちに捧ぐ
～理系という翼～

黒天使＇ｓ〜ブラックエンジェルズ〜（長岡高専）

　女子学生の理系離れに対し、ペーパードームと「インタラクティブ」
なプロジェクションマッピングを組み合わせた参加型プロダクトを制作
し、理系分野への興味を育む空間を実現する。理系分野への興味が芽生
える前段階にある女子小
・中学生を対象に、触れ
ると映像が変化する体験
を通して対象者の「かわ
いい」や「きれい」とい
う感情に理系学問を結び、
未来で女性技術者・研究
者が活躍している社会を
実現することに貢献する。

　食材ロス削減に関する書籍を提案する。現在、食材ロスに関する
本が数多く出版されているが、それらの本は読むまでのハードルが
高く、具体的な食品ロス削減のための活動指針まで示すものは少な
いことが課題と認識している。そこで私たちは食材ロスに関する知
識を啓発するために、誰もが手に取りやすい本を制作する。そし
て、食料自給率問
題や食材ロス削減
のためのレシピな
どを取り扱うこと
で、食材ロスの削
減に繋げていきた
い。

リンゴの芯付近に現れる蜜を非破壊

で検査できる装置を開発し、現在は

職人技で検査している技を継承する

ことをテーマ

アップルPi（長野高専）

里まちリング

日本の中心（長野高専） 食育をし隊（岐阜高専）

食品ロス、あなたはなにができるの？

　⾧野県はリンゴの生産量全国2位であり、多くのリンゴ農家がいま
す。他の農作物を生産する農家と同様、リンゴ農家も高齢化が進ん
でいます。熟練したリンゴ農家が少なくなると、これまで行えてい
た技が伝承されなくなってしまいます。熟したリンゴにはリンゴの
芯の付近に蜜が入ります。リンゴを切ることなしに透視するような
技が存在します。この技がなくなってしまわぬよう、このプロジェ
クトでは蜜を通しする機器の開発を通じてこの問題を解決します。

　市や町などの比較的狭い地域単位で、同じ志の仲間や、子育て・
趣味、世代間交流などをつなぐコミュニティプラットフォームを構
築します。さらに、単なる交流の場だけでなく、コミュニティで蓄
積したスキルや活動履歴を可視化し、企業・自治体の案件が適切な
チームへ届き、受注から実装まで進められる仕組みを整えます。
「地域性」を軸に、
既存SNSでは埋もれて
いた地域の力を引き出
し、地域と企業の双方
に貢献する新しいコミ
ュニティプラットフォ
ームを提案します。
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遊星歯車（岐阜高専） もとまる大好きーズ（岐阜高専）

　2025年8月に東海環状自動車道本巣ICが開通し、本巣市の玄関として

多くの人が足を運びやすくなった。岐阜県本巣市には「富有柿」や「ま

くわうり」など多くの特産物がある。それらを市民、観光客、近年増え

ている外国人移住者の方々にマップを通して伝え、足を運んでもらうき

っかけを作ること

で地産地消につな

げ、国籍問わず本

巣市の食に触れて

もらう事を目的と

している。

Eat Motosu! 地域と世界をつな
ぐ地産地消マップ

　近年、人口減少に伴い、工学人材の不足が大きな課題となってい

る。そこで工学への興味・関心を育めるよう、「ロボット研究所」と

いう体験型のロボット講座を企画した。この講座には、私たち自身が

子どもの頃にチャレンジしたいと思った要素を取り入れた教材を開発

した。また、女子児

童が参加しやすい環

境づくりに配慮した。

さらに、開催場所に

は岐阜県関市の商店

街にある古民家を活

用し、建築学科とも

協力して地域活性化

に取り組んだ。

古民家でロボる！
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未来音声工房（沼津高専）

　人手不足に悩む中小飲食店を対

象に、入口業務を完全自動化する

対話型デバイス『EchoOrder』を

開発します。プロジェクター投影

と音声対話による独自の顧客体験

で入店案内を行い、従業員を付加

価値の高い「おもてなし」に集中

させます。これにより、

サービス品質の低下とい

う課題を解決します。さ

らに、来店データ分析と

AI予測により、効率的な

店舗経営を支援し、飲食

店の持続可能な経営と食

文化の未来に貢献します。

飲食店の経営サポート!!対話型入口デ
バイス『EchoOrder』

　私達は、科学の魅力を小中学生へ広く伝えるとともに、女子

学生が安心して理系進学を選択できる環境の整備を目的に活動

している。具体的には、小中学生の児童を対象とした学習支援

や、自由研究教室、女子中学生への進路相談を行っている。

　また、進学後

の女子生徒への

ケアとして、校

内アンケートを

元にした環境改

善なども行って

いる。今後は活

動の効果を検証

し、他校へ展開

可能な支援モデ

ルとして確立し、

全国への女子生

徒支援の普及を

目指す。

酢酸マイケル（沼津高専）

理系をもっと身近に。女子高専生発
の学習支援と環境改善の取り組み



ふじなび（沼津高専）

　本提案は、富士山周辺のオーバーツーリズムの問題を解決し、地域経
済を活性化させるためのシステムである。観光客の動きをリアルタイム
で可視化し、混雑を避けた観光スポットへの誘導を行い、観光客の移動
パターンやフィードバックを分析。観光客の体験向上と観光地の持続可
能な発展を実現する。
　地域事業者
とも連携し、
観光客を広く
分散させなが
ら地域の経済
効果を最大化
する。また、
地域住民との
共存を可能に
するためにも
観光マナーの
向上を図る。

富士山スマートナビゲーション

　本プロジェクトは、使
用済みマンホール蓋を沖
縄の守り神「シーサー」
型の傘立てにアップサイ
クルすることで、廃材の
再活用と新たな付加価値
の創出を両立させる取り
組みです。SDGsの「住み
続けられるまちづくり」
「つくる責任つかう責任」
に貢献します。豊田高専・
自動車企業・豊田市による産学官連携のもと、約1年にわたり活動
を継続しており、すでにマーケティングを実施しました。今後は
全国初の実証事業として、試作デザインの作成を通じて製品化を
目指します。
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ふたたび。（豊田高専）

老朽化したマンホールの蓋を傘立
てとしてアップサイクルすること
によって、インフラの維持と循環
型社会を実現する取り組み

ごはんをたべよう（豊田高専）

　多くの学生は食と健康の結び
つきに無頓着で、 特に豊田高専
の寮生は、朝食を抜いたり、栄
養に無関心な傾向がある。 そこ
で、 食生活に課題意識を持つ有
志であり、 学生にとって身近な
存在でもあるピアサポーターが
『高専めし』 レシピ集と健康教
育動画を制作し、食の大切
さを伝える取り組みを行う。
 自炊体験を通じて、食と
健康への関心を高め、 行
動変容を促すと共に、学
生主体で楽しく健康を意
識できる環境づくりを目
指す。

自炊でみえるみんなの健康

梅坪坂46（豊田高専）

　近年、土木業界の人手不足が
深刻化しており、「3K（きつ
い・汚い・危険）」のイメージ
が若者にとって業界の魅力を損
なう要因の一つとなっている。
この課題を解決するには、多様
な価値観を取り入れることが重
要であり、その一つとして女性
技術者の活躍が挙げられる。
私達は学生や現職女性技術
者への調査を通じて彼女た
ちの土木業界に対する意識
や魅力、直面する課題を把
握・整理し、その成果を活
用して女子学生が土木業界
を志望したくなる取組みを
展開する。

女子学生にひらく土木業界の未来
＿女性技術者の声を力に



　三重県鳥羽市答志島にある
奈佐の浜には、年間約3,000t
もの漂着ごみが押し寄せてお
り、その多くを占めるのが流
木です。
　私たちはこの流木を回収・
粉砕し、雑草抑制材として再
利用する取り組みを行います。
これにより、処分費用を削減する他、焼却処分によるCO₂排出を抑
え、環境への負荷を軽減します。さらに、雑草の繁茂を防ぐことで草
刈り作業の省力化や維持管理費の削減にもつながります。地域資源を
活かし、自然と共生する持続可能な循環型モデルを提案します。

さいぼう（鈴鹿高専）

植物細胞をもっと身近に

チームエコ（鈴鹿高専）

もったいないハンター

EKO^3（鈴鹿高専）

ezaki-lab（鳥羽商船高専）

“燃やさない”選択で未来を守る─流木
活用によるCO₂削減と地域支援

　生物の授業で細胞の構造を学ぶ際、教科書や図だけでは理解
しづらいと感じました。そこで、学びをより直感的で楽しいも
のにするために「細胞模型のパズル」を作ることにしました。
視覚や触覚を通じて細胞小器官の位置や役割を自然に覚えられ
るようにし、遊びながら学べる教材として活用できることを目
指しました。

29

　このアプリは普段どおりYouTubeを利用するだけで、その高評価リ
ストを分析してユーザーの価値観をタイプ別に診断し、そこからSDGs
に関連する製品やイベントを提案します。さらに、その価値観を体現
する女性ロールモデ
ルを紹介します。
　自分の興味から社
会貢献のヒントを知
ることができ、小さ
な選択が社会課題の
解決につながるサー
ビスです。ライフス
タイルに溶け込み、
誰もが気軽に社会貢
献を始められる仕組
みとして普及を目指
します。

個人の価値観に基づくサステイナブル
ライフスタイル提案アプリ

　「もったいないハンター (SDGs体験VRゲーム)」は、地球の未来
への責任を学ぶ小・中学生が対象のVRゲームである。プレイヤー
は家庭、学校、街中を探索し、電気・水のつけっぱなしなど、日常
の中に潜む“もったいない行動”を見つけ出す。
　VRの没入感を活かし、学習では得られない臨場感を体験できる
ほか、発見数に応じたスコアシステムで競い合うことで、楽しみな
がらSDGsの重要性を理解し、未来の社会を自分ごととして考える
力を育てる。



塩こうじ（舞鶴高専）

VR火災避難訓練マスター

杏結～ANYU～（奈良高専）

災害の時役立つシルバーカー

いちごラテ（舞鶴高専）

　本提案は、腰に装着する小型スピーカーから偽の会話音を再生し、
「誰かと一緒にいる安心感」を演出する防犯デバイスです。音声によ
り不審者の接近を未然に抑止し、夜道の一人歩きや帰宅時の不安を軽
減します。さらに緊急時にはクリップ型のボタンを押すだけでHELP信
号を素早く周囲へ発信でき、迅速に助けを求められる仕組みを備えて
います。

「おとまも」誰かと一緒にいる安心感
を音声で再現し防犯に繋げる。

　特別支援学校向けに火災避難訓練用のVR教材を制作した。火災
避難訓練では実際に火や煙が現れないため緊迫感がなく、特別支
援学校の生徒にとっては火災の危険性や火災訓練の意義を理解し
づらいという課題がある。 そこで、制作したVR教材を使用する
と、現実に近い火災避難体験を行うことが可能となる。また、煙
に触れると視界が揺れ
る機能を搭載し、生徒
が煙を吸い込まないよ
うに身を低くして避難
するよう促す設計にし
た。 VRの特性を活かす
ことで、安全かつリア
ルに、生徒が考えなが
ら火災に備える体験型
学習を実現した。
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　災害時における高齢
者の避難の困難さとい
う社会課題に着目し、
「安全に避難できる」
シルバーカーを提案し
ます。高齢者や足の不
自由な方が歩きやすい
ように手押し車の形状
で、体重をかけると前
に進みやすい設計に加
え、足の強度を高める
ことで、災害時にも高
齢者が安心して使用可
能です。さらに、道案
内機能を搭載すること
で、危険箇所を知らせ
て回避を支援します。

すいそ組（和歌山高専）

和歌山県の水素社会構築への技術
提案と水素エネルギー普及に向け
た啓発活動

　当グループは、和歌山県
における水素製造や燃料電
池の運用、およびメタンハ
イドレートなどの海底エネ
ルギー資源からの水素製造
の可能性について考察し、
その知見を公開講座等を通
して地域社会に啓発する活
動を行ってきた。そこで、
2050年カーボンニュート
ラルを見据えた新しい地産
地消エネルギーミックスを
想定し、和歌山県地域にお
ける水素製造や燃料電池自
動車等の普及シミュレーシ
ョンを行うことで、和歌山
県のカーボンニュートラル
実現のための水素社会の構
築に向けた新しいコンセプ
トを提案する。



ＭＡＹŌｓ（津山高専）

オレンジレンジャー（広島商船高専）

地域の小中学生と高齢者を対象にした
多世代交流につながる電気安全教材の
開発と実施

　近年気候変動による大雨の増加で水害が増え、岡山県でも河
川や用水路の氾濫により家屋や工場の被害が相次いでいる。そ
の対策に止水板というL字型で、住宅の前などに設置して内水氾
濫から生じる浸水被害を防ぐ製品がある。この止水板は河川や
用水路に面した場所で流れのある水が起こす水害に十分対応で
きるのだろうか。そこで本研究では、この製品の流水に対する
耐久性を確認する。その結果を受けて、事前に自治体ハザード
マップによる想定水深の確認だけでなく、洪水流のシミュレー
ションによる想定流速の確認を行ったうえで、止水板を購入す
るかどうか判断できる枠組みを提案する。
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止水板で浸水被害からまちを守ろう！

Technyan's（津山高専）

　高齢者向けの火災・感電事故防止につながるような電気実験の教材
を開発し、高齢者の方に出前授業を行うことで学びなおしの機会を提
供する。また、世代関係なく小中学生でも楽しめるものであるため、
高齢者がボランティアで子供たちへ教えることで子供たちの成⾧や学
びを支え、高齢者と若者の交流が生まれる。電気分野への関心が高ま
り、不登校の子供の学習支援や、女性理系技術者の育成にもつなが
る、持続可能な教育支援の仕組みを実現することができる。

　柑橘類が特産の大崎上島
では、毎年多くの「規格外
みかん」が産まれます。そ
れを使用したオランジェッ
トで新たな地域特産品とし
て開発し、大崎上島産みか
んの魅力を発信するととも
に、フードロス削減や農家
の収益向上、地域ブランド
力の強化、持続可能な農業
の実現を目指し活動してい
ます。私たちの活動を知っ
てもらうために大崎上島の
イベントに積極的に参加し
チラシを配り、インスタグ
ラムを活用し、オランジェ
ットについてのクイズを作
り、多くの人へ発信し、島
の活性化を目指していま
す。

「映えるフードロス革命」～島の柑橘
農家を救う島発オランジェット開発～

89（和歌山高専）

　南海トラフ地震で甚大な被害が想定される和歌山県御坊市では、旧
耐震基準の木造住宅が多く、老朽化も進んでいるため地震時の倒壊リ
スクが高い。さらに津波の到達が早いため、発災直後の迅速な避難が
重要である。そこで本提案では、揺れを感知すると室内で風船が自動
展開され、家具の転倒や天井の落下を緩和しつつ、避難経路を確保す
る装置「BAL-SS」を提案する。1/25スケールの模型を用い、振動台実
験により風船の材質や配置条件を変えながら効果を検証し、実用化を
目指す。

木造住宅に対する風船を使った耐震化



からふるらぼ（呉高専） 宇部高専E-Project工作教室チーム（宇部高専）

小中学生を対象とした授業教材の
提供

“ シン・CUD 1.0α ”の提案

ジェンダー平等に向けた家事分担
ゲームの開発

環境問題改善とSDGsにつながる
シミュレーションゲームの開発

HWB(HouseWork Busters)（広島商船高専）

　私たちは、家庭での家事負
担の不平等を楽しく解決する
ため、ゲーミフィケーション
を活用した家事分担ゲームを
開発しています。スマートフ
ォンアプリで家事タスクをポ
イント化し、家族全員が公平
に分担できる仕組みを作りま
す。ランキングや報酬システ
ムを導入し、ゲーム感覚で家
事を「見える化」すること
で、自然に協力し合える環境
を目指します。単なるタスク
管理ではなく、心理学的報酬
設計を取り入れ、継続的な行
動変容を促すことが特徴で
す。私たちは「楽しく取り組
めること」がジェンダー平等
を進める第一歩だと考えてい
ます。

　本研究は、近年
問題となっている
自然災害や環境問
題について人々の
意識を向上させる
ことを目的とす
る。その目的を達
成するために環境
改善シミュレーシ
ョンゲームの作成
を行う。本ゲーム
は、プレイヤーが
SDGｓに向けて環
境改善を行ってい
く内容である。私
たちが作成したシ
ミュレーションゲ
ームを通してどこ
まで環境改善への
意識が向上するの
かを解明し、今後
の環境問題への改
善を啓蒙してい
く。
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タコルゴ（広島商船高専）

　本提案は、照明が進化・多
様化する一方で、光色による
色の見え方の違いがカラーユ
ニバーサルデザイン（以下
CUD）指標に考慮されていな
いことと色覚異常への理解が
十分ではないことを問題と
し、CUDフィロソフィのイノ
ベーションを引き起こすべ
く、新しいCUDのあり方を専
門家やデザイナー、社会全体
に問いかけるものである。目
指すのは、色覚の多様性が尊
重され色覚異常者を含む全て
の人が暮らしやすい真に色彩
豊かな社会の実現である。

　私たちは小中学生を対象とした授業教材の制作とその体験の場を提
供する。普段は学べない実践的な知識・技術に触れる機会を通じて、
電気工学への興味関心を持ってもらうと同時に、技術大国日本の復権
のみならず世界で活躍
できる性別年齢に隔
てなく電気工学を目
指す実践的人材を増
やしたい。質の高さ
とわかりやすさも重
視しながら、記憶に
残るような「楽しさ」
も大切にし、専門技
術を伝えていきたい。



コケコッコー（宇部高専）

きいろいはた（宇部高専）

新横断旗(きいろいはた)で
Sefe Life へ

地元のオリーブを使った虫除け
スプレー

E-project　ビジネスプラン（宇部高専）

　本プランは、電動シニアカーに屋根を付け、その上に設置した太陽
光パネルで発電した電力で扇風機を回すことにより、使用者の熱中症
対策が出来るだけでなく、太陽光発電を活用して電気代の負担を軽減
しながら扇風機を使用できます。それにより高齢者がより安心して外
出でき、⾧時間の移動や買い物、散歩などの日常生活を快適にサポー
トし、生活の質向上と移動範囲の拡大を実現すること、そして、持続
可能な移動手段の実現を目指しています。

太陽光発電式扇風機搭載の電動シニア
カールーフ

　市販の虫除けはDEETなど化学成分による刺激があり、厚労省
も子どもへの使用回数を制限しています。一方で、天然素材の
商品は高価で手に入りにくです。安心して使える虫除けを身近
な素材で作り、敏感肌の人や子どもにも使える形を目指してい
ます。実現には品質やコスト、薬機法などの課題があるります
が、地域連携で改善を図っています。
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ぱらぱらレボリューション（宇部高専）

　私達の提案はマダガスカルでの健康促進のための商品開発だ。その
ために、現地でふりかけの会社を起業する。
　具体的にはマダガスカルでふりかけを安く手に入りやすいモノにす
るために、日本とマダガスカルの学生が協力してふりかけの調理方法
を研究し、アンケート調査によるふりかけの味の決定、産業化するた
めの生産方法の検討、商品のパッケージング、普及活動などのマーケ
ティングを共に行う。

マダガスカルの方々の健康を守る

　信号のない横断歩道で
止まってくれない車が多
く、危険を感じることが
多い。それを解決するた
め歩行者が自ら安全を守
ることができ、自動車が
歩行者を認識しやすくす
る仕組みを作りたいと思
った。過去にも横断旗は
あったが様々な問題点に
よりなくなってしまっ
た。そこで私たちは置型
でスイッチを押すだけで
誰でも簡単に旗をあげる
ことができる新横断旗の
考案、誰でも簡単に新横
断旗を作ることができる
新横断旗キットの作製を
提案する。



チェリー（宇部高専）

育児のもしもを支える、病児保育
アプリ

E-project　シーパートナーズ（宇部高専）

太陽光発電式トラッシュボックス型
スロット

　現在、海洋ゴミ問題が深刻化している。船舶運航の障害となったり、砂
浜を汚染するなど海の生態系バランスを崩す原因となっている。そこで私
たちは、ウミガメ型ロボットによるマイクロプラスチックごみ回収事業を
提案する。本提案では、
少ない労働力で海洋ゴミ
を回収し、海に流れ出る
ゴミを減らすことができ
る。環境保護や漁業の安
全に役立てることができ
るだけでなく、地域との
連携でコミュニティの強
化、さらに高専女子の技
術力をアピールすること
で、高専を目指す女子を
増やす。

ウミガメ型ロボットで海岸を
綺麗にする

　女性の健康課題である貧血やダイエットに対し、鉄分が豊富で高
タンパクのジビエ肉を積極的に取り入れることを提案する。ジビエ
肉はビタミン、タンパク質の栄養価が高く「3.すべての人に健康と
福祉を」の解決に役立ち、日常の食事に取り入れやすい形で紹介・
普及していくことが重要だと考える。増加する野生鳥獣の資源活用
により、「15.陸の豊かさを守ろう」の解決にもつながる。食の面
から女性の健康促進と持続可能な資源利用を両立させたい。
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森から食卓へ～持続可能な環境と
女性の健康を～

E-Project　TOKIWAファンタジア（宇部高専）

　再生可能エネルギーへの
興味関心を誘起しながら、
誰もが暮らしやすいようゴ
ミ問題や環境保護問題を啓
発するゴミ箱プロジェクト
を提案します。太陽光で発
電して動くスロットを搭載
させ、スロットの起動はゴ
ミ箱のスイッチが役割を果
たす。
　実際にゴミ箱の蓋を開け
ることでスロットを遊ぶこ
とができる。ゴミを捨てる
という日常的な行動だが、
普段は面倒に感じることも
ある行為を楽しく、環境を
守りたいという思いから作
成にいたる。

LinkCare（宇部高専）

　本提案は、育児と仕事の両立
を支えるためのアプリと送迎サ
ービスの開発と子供の送迎サー
ビスの充実についてだ。保育
園・保護者の所属している会
社・病児保育間で子供の体調を
共有できるアプリにより子供に
対する迅速な対応を可能にし、
保護者が迎えに行けない場合は
子供の送迎を手配する。病児保
育へは安全面などに最大限考慮
したサービスの実現を目指す。
これにより女性が直面する「仕
事と育児の両立の難しさ」を軽
減し、安心して働ける環境づく
りを可能にする。



　水泳は、幼少期の習い事から高齢者の生涯スポーツまで、人気
のスポーツである。本研究では、効率よく自身の成⾧記録を管理
するために、クラブ活動におけるマネージャーのようにタイム計
測や記録管理などの役割を担う水泳アプリの作成を提案する。具
体的には、画像処理の色認識による自動タイム計測、音声による
選手情報入力、データベースへの自動保存機能を備える。さら
に、保存データを活用したグラフによる成⾧の可視化やランキン
グ表示で、個人の成⾧を支援する。

廃棄物である庵治石の石粉や瀬戸内
海の浜辺で採れた漂着ごみをレジン
で固めてお土産にするプロジェクト

音声認識と画像処理を用いた水泳
タイムの自動管理アプリの開発

Q也（宇部高専）

　「スマート皿」は、カメラで料理を認識しAIがレシピや栄養成分を
解析、さらに皿下の重量センサーで正確な数値を算出する次世代型食
器です。カロリーや塩分、栄養バランスを瞬時に把握し、LEDの色で健
康度を直感的にお知らせ。毎日の食事管理を簡単にし、家族の健康維
持からホテルや飲食店などと連携した栄養改善まで幅広く活用できま
す。楽しさと利便性を兼ね備えた新しいライフスタイルを提案しま
す。

パラドックスに終止符を。

　私たちは、古着を細か
く刻んで土の代わりとし
て利用し、植物を育てる
新しい循環型の育成方法
を提案いたします。大量
生産・大量消費によって
廃 棄 さ れ る 衣 服 を 「 資
源」として再活用するこ
と で 、 環 境 負 荷 を 減 ら
し、持続可能なファッシ
ョンと自然との共生を実
現することを目指してい
ます。また、植物が育た
ない土壌の地域でも植物
を育てられるようなもの
を作っていきたいです。
身近なファッションから
地球環境を考えるきっか
けをつくります。
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faburica（阿南高専）

ファッションが育むエコライフ

レジン de 庵治GLAY to 瀬戸内海BLUE
（香川高専）

 　日本では豊かな暮らしの実現がしていますが，気候変動など早急に
対応しなければ ならない課題があります。このような課題を克服し、
2050年においても豊かな暮らしが可能な社会づ くりについて未来につ
ながるための脱炭素な社会づくりを観光、お土産の視点から提案をす
るものです。

カワウソーズ（弓削商船高専）



C-TROPIC（高知高専）

　本提案では、地域で生産される柑橘類の未利用部分を有効活用し、
化粧品原料として再利用することで、地域資源の循環利用と産業活性
化を目指す。柑橘類に含まれる抗酸化成分などの美容効果があるビタ
ミンCに着目し、化粧品・スキンケア製、廃棄物の削減と新たな地域ブ
ランドの創出を実現し、地域発の持続可能なブランド形式に貢献す
る。

柑橘類からの化粧品開発

つむぎ（高知高専）

久留米高専　美術部（久留米高専）

アート×テクノロジーでまちをつ
なぐ光のデザイン ― 久留米の文
化と高専の多様性を活かして ―

草木染で環境にやさしい暮らしを
～オーガニックマーケットで雑貨
販売に挑戦～

　高知市で17年間続く高知
オーガニックマーケット。
この定期市に若い人を呼び
込んで、地域を活性化した
い。私たちは学んできた化
学の知識と趣味の編み物、
特定外来植物などによる草
木染を組み合わせて商品を
販売し、環境と人にやさし
い社会づくりを提案します。
オオキンケイギクやホテイアオイなどの防除に取り組むことで生態系
保全について学び、実験を通して資源としての活用法を探ります。
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　私たちは久留米市で毎冬
に行われる『久留米光の祭
典：ほとめきファンタジ
ー』に参加します。このイ
ベントは12月中旬から約3
か月間、市内中心部を彩る
恒例のイルミネーションで
す。昨年度は久留米市役所
の方々とワークショップ等
で全体のテーマや企画を考
えました。今年度はその経
験をもとに西鉄久留米駅東
口に設置されるイルミネー
ションツリーのデザインや
オブジェ製作を担当しま
す。“高専らしい”温かい光
で街を笑顔にしたいと考え
ています。

四代目サーキットデザインGirls（有明高専）

　有明高専では、我が国の
半導体設計人材不足を解消
するために「サーキットデ
ザイン教育」を提唱し、①
塗り絵②メタバースゲーム
③本物の設計ツールの3ステ
ップで半導体について楽し
く学べる仕組みを構築している。体験者は6000人を超えており、
GCON、起業家サミット、大阪・関西万博などで継続的に取り組みを
発表している。本提案では、新たなコンテスト「高専サーキットデザ
インコンテスト」を開催し、全ての高専生がオリジナルICチップを試
作できる未来を目指す。

高専生のための新たなコンテスト
「高専サーキットデザインコンテ
スト」の提案



かがねこちーむ（熊本高専） アサリ隊（熊本高専）

アサリの再利用方法について

微生物体験型講座で理系女子人財
を増やそう

　著名な科学者は子どもの頃に生物好きであることが多い。しか
し、昨今の中高生（特に女子）の生物への関心は低い傾向にある。
そこで生活に密接に関わりがある「微生物」に注目し、小中学生を
対象とした微生物体験型講座を提案する。本提案では微生物の良い
面や悪い面の知識を
学ぶだけでなく、顕
微鏡観察や発酵・手
洗い実験、対話を取
り入れ、微生物の役
割を楽しく学び、科
学的探究心を育むこ
とで将来有望な理系
女子の増加をめざす。
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Nit♡Kit LAB（北九州高専）

　近年、子どもから高齢者まで幅広い世代で運動不足が課題となって
いる。本提案は、運動を義務として行うのではなく、「楽しみながら
自然に体を動かす」ことを目指したシステムである。カメラでジェス
チャーをリアルタイ
ムに認識し、ロボッ
トを操作すること
で、まるで魔法を使
っているような体験
を提供する。AIを活
用することで複雑な
ジェスチャーも高精
度に認識でき、子ど
もや高齢者が遊び感
覚で体を動かし、自
然に健康維持につな
げることが可能とな
る。

ジェスチャーで動く！AIを使った
魔法のようなロボット操作

　日常でよく食べられているアサリの貝殻を処分する前に一度再利用
することはできないかと考え、貝殻に含まれる炭酸カルシウムの反応
を生かしてなにかを作ろうと考えました。焼成して得られる酸化カル
シウムは熱反応を起こしやすい物質なため、同じように熱反応をいか
して日常生活でも多く使われているカイロをアサリの貝殻でも作るこ
とができるのではないかと思い実践してみることにしました。

Re-Nori Girls（有明高専）

海苔排水の活用法について

　排水に含まれる海苔による
悪臭、景観の悪化等の私達の
生活する有明地域の海苔に関
する問題を解決する。今回
は、海苔排水を肥料として活
用する方法を検討する。クリ
ーク等から海苔排水を回収
し、様々な方法で植物(二十
日大根)に与え、その成⾧の
過程を記録・比較し、排水に
含まれた海苔が植物に与える
影響を評価する。また、育て
る際に使用した土の細菌叢を
調べ、発見された細菌の違い
から、海苔を与えたことによ
る土の性質の変化を調査す
る。



「顔だけじゃない」 全身ケアをAIで 海上AIドローンシステムを用いた
サンゴ白化回復プロジェクト
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さつま肌びより（鹿児島高専）

　本提案は、フェムテック・フェムケア分野のSDGsの目標3にも貢献

する、肌に悩む全ての人々の肌トラブルをAIによって早期に発見・予

測するアプリの開発である。画像処理と機械学習を活用し、個々の肌

タイプに応じたスキンケアや生活改善策を提案する。近隣の皮膚科紹

介も行い、単なる肌診断にとどまらず、予測から受診支援まで一貫し

て対応する“予測型パーソナルスキンアドバイザー”を目指す。

辺野コーラル★（沖縄高専）

　サンゴの健康状態を海上ドローンとAIで自動調査し科学的な調査デ

ータに基づいて短期間（通常の半分の期間）でサンゴを回復させる取

り組みを提案する。海洋生物の4分の1はサンゴ礁域に生息している

が、沖縄では、大規模なサンゴの白化現象が起こっている。そこで、

私たちは海上ドローンで撮影した映像をAIで自動解析し、サンゴの白

化状況を調査する新たな海中環境調査システムを構築する。調査結果

に基づいてサンゴの種類やサンゴの白化進行状況を可視化したサンゴ

マップを作成する。この科学的データに基づいたサンゴの健康促進を

行う。具体的には、サンゴの種類や状況に応じて、サンゴを移植・養

殖したり、サンゴの卵を人工的に放出などを実施する。

在来トウモロコシ(もちとうきび)を
使った100％食用素材使用リップ
の作成

　私たちは、すべて食品

素材でつくられた、誤飲

しても安心なリップを提

案します。

　大分県の伝統作物「も

ちきび」を活用し、誰も

が安心して使えるやさし

い 製 品 を 目 指 し て い ま

す。合成成分を使わずに

使い心地のよさを出すた

め、素材の選び方や組み

合わせを工夫しながら開

発中です。

　専門知識がなくても、

素材に向き合い、自分た

ちの手で“安心”をデザイ

ンする。

　そんな等身大の挑戦か

ら、新しいコスメのかた

ちを提案します。

MiMiCs（大分高専）

デジタルデトックスを気軽に体験
できるカフェ「Café Log Out」

（ｄｉＧｉ）²（大分高専）

　デジタルデトックスを気軽に体験できるカフェ、Café Log Outを提

案する。店の内装や外装、食器などに大分の豊富な竹資源を利用す

る。店内ではスマホを保管するボックスを設け、入店時にスマホを預

かることでスマホの使用を制限する。カフェの中では、本や雑誌を読

んだり、アナログゲームをしたりして過ごしてもらう。また、竹を加

工するワークショップを開催して竹害に関心を持ってもらう。メニュ

ーには地元の食材を使用し、地産地消に努める。



しんかぬちゃー（沖縄高専） Buzzy （沖縄高専）

Ｓａｋｋｏｎ（神戸市立高専）

みんなで使おう！
オンライン診療アプリ

　私たちは、沖縄の深刻な環境問題である赤土流出を防ぐため、白化
サンゴの多孔質構造に着目した独自のプロジェクトを提案する。赤土
流出は、畑や工事現場からの土壌侵食により赤土が海へ流れ出し、サ
ンゴをはじめとする海洋生態系に深刻なダメージを与える現象であ
る。この問題に対し、海岸に漂着する大量の白化サンゴをフィルター
として再利用することで、赤土の海への流出を抑制し、海洋汚染を改
善することを目指す。

サンゴの骨格が再び海を救う
「未来の海づくり」

　国際宇宙ステーション（ISS）などで提供される宇宙食は、約
50品目に限定され、その大半がインスタント食品である。栄養
面は確保されているものの、宇宙飛行士は単調な食生活による
「食の飽き」が生じ、心理的ストレスの要因となっている。ま
た、地上では花粉を媒介するミツバチが不足し主要なハウス農
業が大きなダメージを受けている。水耕栽培は、地上とは温度
や土の成分が異なるISSや月面の環境でも、農業を可能にすると
考えた。そこで、私たちは、ミツバチに代わる小型ドローン、
ARマーカーによるGPS非依存ナビゲーション、AI画像認識を統
合した、自律型水耕栽培システム「宙菜（そらさい）」を提案
する。
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宇宙空間での食料自給を可能にする
自律型水耕栽培「宙菜（そらさい）」

ゆがふぁーむ from ミヤギ農家
（沖縄高専）

　私たちは、「健康な土」を
基盤とする持続可能で強靭な
農業の推進を目的とし、「土
壌微生物」「デジタル技術」
「バイオスティミュラント」
を統合した三位一体型のBio-
DX基盤を創出します。具体的
には、発電菌に由来する土壌
の電気的特性を多角的に解析
し、土壌健全性の客観的かつ汎用的な指標を明らかにします。さら
に、振動刺激と電気刺激を組み合わせた新規バイオスティミュラント
を開発し、発電菌の活性化と作物の生育促進を可能にします。

Bio-DX：微生物×デジタル融合によ
るスマートバイオスティミュラント

　昨今、日本の医療機関が圧迫されていることが問題になってお
り、それに対応する形でオンライン診断サービスの普及が進んでい
ます。一方で、高齢者をはじめ、すべての人がスマートフォンやア
プリを使いこなせるわけではありません。そこで私たちは、誰でも
簡単に操作でき、病院への連絡や予約がスムーズに行えるアプリの
開発を提案します。そのアプリを活用することで医療機関が必要以
上に混雑せず、医療従事者の方の負担も少しでも減らすことができ
ると考えます。



分野別（チーム単位） チーム人数別学年別・男女別

GCON本選をお手伝いさせていただき、堂々と発
表する皆さんの姿に感動しました！ 学びを生か
し、社会課題の解決に向けたアイデアを提案した
経験は、高専生活だけでなく、今後の人生におけ
る大きな武器になるはずです。皆さんの更なる活
躍を応援しています！

（東北大学工学部　仙台高専卒)
村上 夢果さん

みなさんの発表は本当に面白くて、どのテーマか
らも本気で取り組んできたことが伝わってきまし
た。実験やエントリー、資料作り、発表までやり
切った経験は必ず力になると思います。GCONで
挑戦したことをこれからも続けたり広げたりし
て、自分の興味や技術を大切に伸ばしてくださ
い。応援してます！

（群馬大学理工学部　茨城高専卒） 大部 楓華 さん

皆さんの独自性と工夫にあふれた発表に、たくさ
んの刺激と感動をもらいました！発表にたどり着
くまでには、きっと多くの苦悩や葛藤があったこ
とと思います。それらを乗り越えてきたからこ
そ、皆さんの発表があんなにも輝いていたのだと
感じました。高専という最高の環境を味方に、お
互いこれからも思いきり挑戦し続けましょう！

（茨城高専専攻科　茨城高専卒) 根本 彩耶さん

Eco音（えこおん）（近畿大学高専）

　災害時には仮設トイレの設置が問題になります。被災地では十分な洗
浄ができず、清潔さの維持が困難であることやその環境でのプライバシ
ー確保が課題とされます。私たちEco音は、仮設トイレにおけるプライ
バシー対策として擬音装置の導入を提案します。水や電力の確保が困難
な被災地において、電
気を使わない、簡単に
作れる擬音装置を設置
すれば、利用者の不安
を解消することができ、
トイレの利用促進につ
ながると考えました。

震災時の仮設トイレにおける擬音装置
導入によるプライバシー対策
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◇高専GCON2025エントリーチーム属性

◇高専先輩からのメッセージ◇

GCONは高専生の先輩でもある学生団体「Uni-KOSEN」メンバーの大学生
たちが、カンファレンス、本選スタッフとして参加しました。
参加した先輩たちから、GCON参加学生へのメッセージです。

「誰もが挑戦できる環境の実現」をモットーに、イ
ベントの企画運営や情報発信を通じて高専生や卒業
生を応援しています。

化学・生物系が23.6％で最も多く、
その他、情報系、電気・電子系が続
いています。

2年生が27％で最も多く、4年生が
26.3％で続いています。１～3年生リー
ダーチームで55.6％を占めています。

「5人チーム」が29.2％で最も多く
なっていますが、２～４名もそれぞ
れ20％以上となっています。



ファイナリスト賞

阿南高専

阿波乙女

ファイナリスト賞

徳山高専

ひかみこちゃんねる

ファイナリスト賞

沖縄高専

とっとこミューオン隊！

ファイナリスト賞

小山高専

いろとりどりラボ

ファイナリスト賞

呉高専

MECA女養成プロジェクト

ファイナリスト賞

豊田・岐阜高専

夢見る師弟Girls

ファイナリスト賞

仙台高専

杜のシカシカ

ファイナリスト賞

熊本高専

のんだモン

ファイナリスト賞

奈良高専

YAMATO Herbal

ファイナリスト賞

群馬高専

群馬レベルアップ大作戦☆

ファイナリスト賞

久留米高専

かっぱ

ファイナリスト賞

茨城高専

茨城高専・Tech.AGRI

（審査員講評より）

仙台高専

杜のシカシカ

プレゼンテーションが素晴らし

く、女子トイレの問題等々も自

分事としてとらえており，この

領域に女性を確実に増やすこと

ができる取り組みであることが

評価された

医療系という難しいテーマに関

わらず完成度が高く、ビジネス

プランが秀逸であること、

SDGs３の「すべての人に健康

と福祉を」に貢献できる点が評

価された。

群馬発の新素材、こんにゃく飛粉を活用せよ！

群馬県の特産品である「こんにゃく」を生産する過程に出る廃

棄物「飛粉（とびこ）」に着目し環境問題を解決する「群馬発

の新素材、こんにゃく飛粉を活用せよ！」を提案。実践的検証

がとても素晴らしく地道にデータを収集した点、改善方法の独

自性、プレゼンテーションも堅実でとても分かりやすかった点

が高く評価された。

群馬高専　群馬レベルアップ大作戦☆

（審査員講評より）

優秀賞 酪農家・乳業界と社会を

革風製品でつなぐ

優秀賞

（審査員講評より）

いつでも、どこでも、何度でも。

フラNavi for Girls

徳山高専

ひかみこちゃんねる
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高専GCON2025　表彰一覧

ファイナリスト賞

文部科学大臣賞



宇部高専

ぱらぱらレボリューション

マダガスカルの方々の

健康を守る

SDGs奨励賞

沖縄高専

辺野コーラル★ 

海上AIドローンシステム

を用いたサンゴ白化回復

プロジェクト

イノベーション奨励賞

宇部高専

「LinkCare」

育児のもしもを支える、

病児保育アプリ 

ダイバーシティ＆インク

ルージョン奨励賞

仙台高専

まもリビング

あなた専用の

“安心スペース”を設計する

防災アプリの開発 

ユース賞

鹿島建設賞

群馬高専

群馬レベルアップ大作戦☆

群馬発の新素材、

こんにゃく飛粉を活用せよ！

廃棄物の削減と粉じん（土埃）対策という

異なるテーマを結びつけた着眼点に感心し

ました。建設現場の粉じん（土埃）飛散は

近隣の方や作業員の方にも影響が及ぶ重要

な課題です。この課題の解決に向けた取り

組みに期待し、鹿島建設賞を授与させてい

ただきます。

（人事部人事グループ長 竹内裕氏）

東京水道賞

豊田・岐阜高専

夢見る師弟Girls

廃タイル再生資材の舗装利用で

循環経済を実現！

廃棄物処理という課題を実用的な技術で解

決しようとする点を高く評価しました。地

域に根ざした循環型社会づくり実現や水道

工事の環境負荷低減にも役立つ可能性もあ

り、ぜひ具体的な実装を進めてください。

（代表取締役社長 野田数氏）

技術者における

ジェンダーフリー社会の推進

三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ賞

呉高専

MECA女養成プロジェクト

 
皆さんが丁寧な活動を長く続けてこられたこ

とが、女性技術者が増え、活躍の場が広がっ

ているという社会の動きにつながっているこ

とを実感しました。敬意と今後の応援として

贈賞させていただきました。

（取締役人事部長 竹本 俊之氏）

茨城のさつまいもを核にした

地域ブランド戦略

JFEスチール賞

茨城高専

茨城高専・Tech.AGRI

ものづくりの中で機能や品質、技術力を磨

いてゆくという、メーカーにとって非常に

大切な観点と親和性の高い発表でした。そ

れだけでなく、今まで廃棄していたものを

パンの酵母に使うというアイデアにも本当

に感心しました。

（人財戦略本部人財企画部採用室室長

今井一敬氏）

いつでも、どこでも、何度でも。

フラNavi for Girls

ANAグループ賞

徳山高専

ひかみこちゃんねる

現場を大切にして日々の安全を作りこんでい

る企業グループとして、社会のインフラを支

える建設業界で現場を見て知ってもらおうと

いう考え方に共感し、敬意と応援の意を込め

て贈賞させていただきました。

（整備センター副センター長 森田宗孝氏)
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企業賞

奨励賞



野村 有加
日本アイ・ビー・エム システムズ・エンジニアリング株式会社 シニア・アドバイザリー・データサイエンティスト

本当にどの発表も素晴らしく、皆さんが普段から課題やその解決のための技術に真摯に向き合っていることがよく伝
わってきて、甲乙つけがたい審査となりました。アイデアを練り、技術を磨いて、チームで集大成していく、そんな
皆さんの活動に、私の胸の中でも熱いものが湧き上がってきました。
皆さんの発表には今回設定された課題だけではなくて、他の課題の解決、今後の社会全体での価値につながる可能性
を秘めた提案に溢れていました。今後の皆さんの挑戦を期待しています。

長 伸明
株式会社リバネス　製造開発事業部　ものづくり研究センター　センター長

私自身は大学の研究の社会実装、ベンチャー企業の支援などに携わっていますが、若い皆さんが地道に成果を出しな
がら、アイデアをぶつけて社会を変えようとする活動に取り組んでいることに感銘を受けました。
一方で、社会実装や変革をやりきり、本当の意味で社会を変えていく目標に対しては、スタートラインに近いのかな
とも思います。GCONに参加した皆さん全員が、それぞれの目標に対してチャレンジを続けてしてほしいなと思って
いますので、これからもよろしくお願いします。

角田 夕香里
vivola株式会社　代表取締役CEO

私は去年から審査員を務めていますが、昨年よりもプレゼン力、提案の完成度も上がっており、皆さん一人ひとりが
“自分ごと”として取り組んでいることを実感しました。
研究者の先輩としては、まず世界のトップラインの論文を読み、それに加えて自分自身で実験計画を立て、実験をこ
なして、そのデータを積み上げて解析をしていくことがとても重要なことだと思います。これからも一人前の女性研
究者を目指して日々鍛錬していただければと思います。本当にお疲れ様でした

横田 浩一
一般社団法人アンカー共同代表理事、株式会社横田アソシエイツ代表取締役

私はプレ大会から審査員を務めていますが、今年の特徴として感じたのが“内発的動機づけ”で活動している学生が増
えていることです。自らが興味を持ったテーマに没頭して活動する、まさにフロー状態のチームが多く、GCONも
いい形になってきたということを実感しました。
また“プレゼンテーション”も一段と向上しました。やはり「人に伝える」ことは、とても重要で、その意味で世界中
のトップレベルの学生たちもプレゼンの質を磨くことには熱心に取り組んでいます。
これからもこの２点を是非磨き続けてください。

本選審査員メッセージ

大島 まり
東京大学大学院情報学環・生産技術研究所教授 次世代育成オフィス室長

私はこれまで研究者として活動を続けてきましたが、皆さんの発表を聞いてGCONが年々進化していることを実感
し、私自身も研究者としての原点に戻った気持ちを感じました。各チームがそれぞれのアイデアを技術で形にすると
いう点では本当に拮抗しており、審査員間でも白熱した議論となりました。その意味では選ばれなかったチームも素
晴らしい成果だったので、ぜひ誇りを持って活動を続けてください。
日本の女性研究者、技術者が少ないという課題も、GCONのような取り組みを通じて解決していけるのでないかなと
思います。皆さんのこれからの発展を期待しています。
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高専GCON2025要項

◇主催：独立行政法人国立高等専門学校機構

◇名称：第４回高専GIRLS SDGs×Technology Contest(高専GCON2025)

◇共催：日本経済新聞社　

◇後援： 内閣府、文部科学省、国立研究開発法人科学技術振興機構、独立行政法人国立女性教育会館、

一般社団法人全国高等専門学校連合会、特定非営利活動法人日本女性技術者フォーラム（JWEF）、

特定非営利活動法人Waffle、公益財団法人山田進太郎D&I 財団、

特定非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノベイティブ・ネットワーク（N P O 法人J -Win）、

公益社団法人日本工学教育協会

◇協力：一般社団法人アンカー、高専キャリア研究所、リバネス

◇運営：高専GCON2025運営委員会

◇協賛： 東京水道、鹿島建設、JFEスチール、全日本空輸、東京エレクトロン、三菱電機エンジニアリング、

アクセスネット、AGC、エクシオグループ、関電工、住友金属鉱山、TMEIC(ティーマイク)、

トヨタ自動車、日本精工、ピューズ、マブチモーター、村田製作所、安川電機

◇高専GCON2025オフィシャルHP

https://gcon.kosen-k.go.jp/

オフィシャルHPの主なコンテンツ

◇About GCON

目的、募集テーマ、参加条件、審査基準、表彰、大会スケジュー

ル、エントリーシートのダウンロード

審査員紹介、サポーター紹介、協賛企業紹介、クレジット・・・

◇NEWS

最新のコンテスト情報発信

◇トピックス

イベント等の最新情報

◇オリエンテーション

オリエンテーション動画の紹介・リンク

◇本選アーカイブ

◇GCON2025オフィシャルムービー

◇高専GCON2025本選アーカイブ

https://channel.nikkei.co.jp/kosengcon2025/

高専GCON2024本選動画を、日経の映像ポータルサイト「日経チャンネ

ル」でアーカイブ配信中です。

◇高専GCON2025オフィシャルムービー
高専GCON2024のコンセプトムービーです。

https://youtu.be/b1jvLmjOchI

44



45

オリエンテーション動画
高専GCON2025取り組み紹介①

「構造的エントリーシートの作成法とプロジェクト活動への接続」

　GCONは、参加チームの一人一人が活動を通じて“成長体験”を実感で
きる場を創ることに取り組んできました。
　そのための代表的なテーマが「自己の内発的動機を行動エンジンとす
る」、「“背景→仮説→手法→成果”のPDCAを回し続ける」の2点で、今
年は本動画の公開と動画を体感するオンラインワークショップを8月23
日(土)に開催しました。
　課題解決に向けた斬新なアイデアがあっても、その意義や意味を効果
的に伝えられなければ、アイデアの魅力はなかなか他者には伝わりませ
ん。そもそも何が課題で、それをなぜ解決する必要があり、自分たちの
アイデアが課題に対してどんな変化を生み出すのか、課題背景とアイデ
アの繋がりを整理することが重要です。
　本動画では、これらを構造的に整理・言語化して、いかに自分たちの
思いやアイデアを効果的に伝える活動、そしてエントリーシートにまとめるか、第1回大会からサポーターを務める
内山啓文さんが解説しています。　

 ＜内山啓文さんからのコメント＞
　全国各地のローカルの視点と、次世代かつ科学技術を学んでいる視点から着想される、高専生の課題の捉え方・アイデアには
いつも驚かされます。その魅力が最大限に引き出されるために、第三者にもわかりやすく整理したり、個人的な課題感がどのよ
うな社会課題とつながっており、その解決インパクトがどれほどのものか、など深掘りする講座を毎年実施してきました。
　今年は、その講座をグループワークに落とし込み、高専生同士がお互いのテーマをシェアし、フィードバックしあいながら、
ブラッシュアップするサマーワークショップを初開催しました。これによって、テーマのブラッシュアップはもちろん、各高専
で活動する熱い高専生のコミュニティが形成され、今後のGCON全体のレベルアップにもつながったことを感じています。
　また、ファイナリスト向けにはプレゼン講座とメンタリングを提供し、上記の内容をプレゼンに落とし込むための伴走も行い
ました。

＜出演者＞ 
■ 内山 啓文さん（KOSEN Labo、高専GCON2025サポーター）
■ 大西 真駿さん（大阪大学 蛋白質研究所 助教）

◆オンラインワークショップ（8/23開催）参加学生からのからの反響
説明だけでなく、実践もあったら良かった。先輩方の活動を踏まえたワークシートの埋め方がイメージしやすかった
四象限ワークシートの記入事例があったので、自分たちのグループに重ねて考えやすくて助かりました！
事例の紹介があってわかりやすかったし、自分たちのワークシートも書きやすかったです
今後エントリーシートを書く際や順序的に事業を紹介する際にとても役立つ内容でした。
今後の活動がもっと実のあるものになりそうで、参加して本当に良かったと思います！他の出場者の人と意見交換をする
にあたって、自分の意見のアウトプットをすることで現在地点の確認ができたし、新しい視点がたくさん取り入れられて
全てが新鮮でした。最初は詰まったらどうしよう、ととても不安だったのですが、終わった今は参加して良かった気持ち
でいっぱいです！貴重な場をありがとうございました✨
学校の中だけではわからなかったところ、より良い取り組みになりそうです。最後の方のチームの時間が少なくなり、意見交換
がもう少しできると良いと感じました。ありがとうございました。
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GCONカンファレンス2025

高専GCON2025取り組み紹介②

　本カンファレンスは、高専GCON2025に参加する高専生たちが、他校の生徒や企業・サポーターと交流する場として設けら
れました。参加チームが企業やサポーターから意見をもらい、また、他校の高専生の発表を見て互いに刺激を受けることで、
取り組みの内容をブラッシュアップすることを目的としています。

　今年の「GCONカンファレンス2025」が、9月7日（日）と8日（月）の2日間、東京渋谷にある国立オリンピック記念青少
年総合センターにて開催されました。今回のカンファレンスには、全国から集まった36チーム約100人の高専生と、協賛企
業・サポーターらが参加しました。

　1日目の最初のプログラムは「ライトニングトーク」。36チームのうち14チームが登壇し、各チー
ム2分で現在の取り組みを工夫を凝らして発表しました。
　続く「高専生ポスターセッション」では、各チームがブースで活動内容を紹介。協賛企業や他校の
高専生、見学の中学生らが熱心に耳を傾け、活発な質問やアドバイスが交わされました。協賛企業か
らは、「高専生の熱意に刺激を受けた」「伝わるプレゼンが多く、同じ技術者として励まされた」と
いった感想が多数寄せられました。同じ女性として、技術者として、自分の“好き”を諦めず頑張って
ほしい」など、高専生に熱いメッセージも寄せられました。
　1日目を終えて、参加した高専生からは、
「初めての参加だったが、皆さん温かく聞いてくれた。ポスターセッションでたくさんアドバイスを
貰うことができ、すでにレベルアップできた」
「企業の方や他校の高専生から、私たちには無い視点でアドバイスをいただけた。高専に帰ったら早
速実験したい」
「他校の高専生がどんなアイデアを持ってきているのか、普段からどんな視点を持っているのか。明
日も注目していきたい」
など、今後への期待を込めた感想が数多く寄せられました。

　2日目午前のプログラムは「ワールドカフェ」。ＧＣＯＮサポーターであり審査員も務める横田浩
一氏が、2050年までに起こりうる日本の社会課題と、今日のワールドカフェのテーマ「技術で実現
させたい未来社会」の背景を説明。その後は、高専生と協賛企業の社員が混ざった4〜6人のグルー
プが24テーブルに分かれ、20分×3回のセッションを実施。地域の課題や身近な不便、個人的な体験
をもとにしたアイデアも多く、日常の中から社会課題を見つける感覚が随所に見られました。
例えば交通の社会課題では、都会の高専生が満員電車の過酷さを説明する一方、地方出身の高専生は
無人駅の問題を提起。都会と田舎が抱える課題の差や、解決方法の違いを、それぞれが実感していま
した。交通以外にも、環境問題やエネルギー問題、医療やAI技術、生活と産業の自動化、ライフとキ
ャリアが両立できる社会の実現など多くのトピックが挙がったワールドカフェ。
　セッションは回数を重ねるごとに活発さを増し、3回目の時間には多くのテーブルから笑い声が上
がりました。

　午後は「企業ポスターセッション」が行われ、協賛企業の社員がポスターやパンフレットを使って
自社の魅力や技術を紹介した。普段なかなか聞くことのできない話や現場のリアルな声に触れ、高専
生たちはメモを取りながら真剣に話を聞いていた。
　参加した高専生からは、「他校や他学科の高専生との交流で新たな刺激を受けた」「視野が広が
り、自分のキャリアを考えるきっかけになった」「同じ志を持つ仲間との対話が楽しかった」といっ
た声が寄せられた。

理系進学選択への一歩を支援
　GCONカンファレンスでは、9月7日(日)開催の「高専生ポス
ターセッション」内で、後援団体「公益財団法人山田進太郎
D&I財団」の協力で、「女子中学生対象GCON見学ツアー」を
実施しました。参加した女子中学生（8名）・保護者（6名）
は、Uni‐KOSEN（高専卒の大学生グループ）の案内でチームの
取り組みやその発表に熱心に耳を傾けていました。 　
　終了後には、「高専に入った人の話を聞いて、良いところな
ど疑問に思ったことが聞けたのでより興味を持った！」、
「元々高専への進学をあまり考えていませんでしたが、今回の
ツアーで高専の魅力を感じることが出来ました！」等の感想が
寄せられました。



中原 佳子さん
JFEスチール スチール研
究所 カーボンニュートラ
ルプロセス研究部

井手 芳美さん 　
全日本空輸 整備センター 機
体事業室 機体計画部 整備計
画チーム・マネジャー
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高専GCON2025取り組み紹介③

GCON2025本選　トークセッション

理系女子、自信と勇気を
　GCON本選ではメーカーやＩＴ企業などで活躍する女性技術者・研究者が登壇するトークセッションも開催さ
れました。コーディネーターの髙堰うらら氏の進行で、理系女子としての原点や、現在の仕事の醍醐味、そして
将来のキャリアについて意見を交換。先輩として高専生にエールを送りました。

　髙堰　どのようなきっかけで理系・高専という進路を決めたので
しょうか。経験は現在の仕事や専門分野に生かされていますか。
　小柳　街づくりへの関心から高専へ進学。卒業研究を通じて、水
の重要性を実感し、水道インフラを支える現在の仕事につながって
います。
　中原　理数系が得意で、化学反応の目に見える面白さに惹かれま
した。大学での基礎研究の経験を生かし、社会実装を見据えた研究
に取り組んでいます。
　井手　両親の影響で「技術で生きる」道を意識し高専へ。チーム
で原因を探り、なぜを突き詰める高専での学びが、航空機整備の現
場で生かされています。
　髙堰　今後目指しているキャリアや目標など教えてください。
　是永　家庭と両立しながら工事現場で活躍することが目標。自ら
開発した技術を現場で使えるようにすることを目指しています。
　小西　将来のライフイベントと仕事の両立に不安はあるものの、
性別に関係なく能力を評価する環境は広がっていると実感。やりた
いことに自由に挑戦していきたいです。
　髙堰　女性技術者の先輩としてアドバイスやメッセージをお願い
します。
　小柳　ＧＣＯＮは将来の選択肢を広げる重要な取り組みだと捉え
ており、参加者には自信を持って挑戦を続けてほしいです。
　是永　一歩踏み出す勇気が重要であると感じており、悩みながら
も挑戦を重ねることで多様な分野での活躍につなげてほしいです。
　中原　女性ならではの視点や異なる着眼点が新しい議論や技術の
創出につながります。研究分野に関心のある皆さんには自信を持っ
て進路の一つとして選んでほしいです。
　井手　社会を前進させるゲームチェンジャーの多くは技術者であ
り、これからは女性技術者の存在が重要だと思います。挑戦を続け
て新しい自分に出会い、社会で力を発揮してほしいです。
　小西　技術分野や管理職で活躍する女性も増え、性別を問わず挑
戦できる時代だと感じています。ＧＣＯＮをきっかけに新たな気づ
きや縁を得て、将来の可能性を広げて欲しいです。
　髙堰　理系の進路やキャリアは特別な決意から始まるものではな
く、日々の気づきや興味の積み重ねによって形づくられていくこと
が伝わりました。皆さんの経験や言葉が、参加した学生一人ひとり
にとって、自分の将来を考えるきっかけや背中を押す存在になれば
幸いです。

小柳 早良 さん　
東京水道 管理本部
人事部 採用課

是永 明日香さん　
鹿島建設 メカトロニクス・
ソリューション部企画室
主任

小西 冴弥さん　
三菱電機エンジニアリング  
構造技術部

髙堰うらら さん
オモテテ 代表取締役



行木 陽子氏

森田 久美子氏

中条 薫氏

高専GCON2025取り組み紹介②

　GCON2025の中で、皆さんにリーダーシップについてお話しする機会をいただきました。
GCONにエントリーし、仲間と議論し、形にするために試行錯誤した経験そのものが、すでに大
きな一歩だとお伝えしましたが、改めてこの場でもそのことを伝えたいと思います。
　私自身、長野高専を卒業後、エンジニアとして東京や海外で働く機会に恵まれました。しか
し振り返ると、特別に優秀だったわけでも、自信に満ちていたわけでもありません。むしろ
「私にリーダーなんて無理」「周りはすごい人ばかり」と感じて落ち込むことの方が多くあり
ました。
　働く中で気づいたのは、「完璧な人」や「理想通りのリーダー」など存在しないということ
です。必要とされる場面で自分のできることを持ち寄り、仲間と一緒に前に進もうとする人
が、結果的にリーダーになっていくのだと思います。リーダーシップとは、声の大きさや強い
主張だけではありません。人の話をよく聴くこと、違和感に気づくこと、さまざまな形でチー
ムを支えること、そのどれもが立派なリーダーシップです。皆さんが「当たり前」にやってい
ることは、実は大きな強みかもしれません。
　これから先、何か新しいことをしようとしたときに怖さを感じたら、それは挑戦の入り口に
立っている証拠です。
　「怖がらなければ、何をする？」。講演でお伝えしたこの問いを胸に、これからも一歩ずつ
進んでいただければと思います。皆さん一人ひとりが、GCONを通じて学んだことを力に、より
良い社会をつくっていく未来を心から願っています。
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　GCON2025の発表を拝見し、高専生の熱意、発想力、そして技術への真摯な向き合い方に圧
倒されました。社会課題を身近に捉え、SDGsの視点から技術で解決しようとする姿は、すでに
一人前のエンジニアの姿そのものだと感じました。発表においても、限られた時間の中で構成
や表現に工夫を凝らし、堂々と、かつ分かりやすく伝えようとする姿勢が印象的で熱意が伝わ
ってきました。短い発表時間の中に込められた努力や想いの深さが、強く心に残りました。
　私は、日本女性技術者フォーラム（JWEF）の理事長として、理工系分野で学び、働く女性た
ちの挑戦を長年応援してきました。その立場から見ても、GCONは単なるコンテストではなく、
技術を社会につなげる実践の場であり、自信と可能性を育む貴重な学びの場だと感じていま
す。ここで得た経験や仲間との出会いは、皆さんの未来を支える大きな力になるはずです。
技術の世界で学び続ける中では、試行錯誤を重ね不安を感じたり、自信を失いそうになる瞬間
もあるかもしれません。しかし、GCONで皆さんが見せてくれた姿は、「自分たちの技術には社
会を変える力がある」という確かな可能性を示しています。失敗や迷いも含めた経験は、必ず
皆さんの糧になります。
　GCONは、ここから先の未来へ続く出発点です。どうか自分の可能性を信じ、仲間と支え合い
ながら挑戦を楽しみ、歩み続けてください。そして、次の一歩を踏み出してください。皆さん
一人ひとりの挑戦が、未来の社会を力強く切り拓いていくことを心から期待しています。

　私は、ダイバーシティ・ エクイティ&インクルージョン（DE＆I）推進の取り組みを通じて
GCONとの接点を持たせて頂いています。GCONの共催をされている日本経済新聞社に橋渡しを
いただいて、2024年度は東京都立産業技術高専で開催された教員研修の講師を、2025年度は
国立高等専門学校機構の全国校長・事務部長様向け研修で講演をさせていただきました。いず
れの機会でも、先生方が日本の女性技術者・研究者を増やしていくために日々様々な工夫と努
力を重ねながら、高専の女子学生を全力でサポートされていることを肌で感じ、大変心強く思
いました。 
　私は、前職の富士通で、10年以上にわたり、スマートフォンの技術開発やAIを活用したサー
ビスの提供に携わってきました。勿論、想定したとおりに開発が進まなくて苦労したこともあ
りますが、日々進化するテクノロジーを使って社会の役に立つことや人の幸せにつながる仕事
をすることはとても楽しく、わくわくが一杯詰まった経験を積むことができて幸せだったと感
じています。GCONに参加された皆さんも、自らの視点で社会課題を発見し、テクノロジーで解
決しようという取り組みを通じて多くの楽しさやわくわくを感じられたことと思います。 
　これからの社会は、AIも含めテクノロジーを使って社会に貢献できることが益々多くなるで
しょう。その際には、多様な視点で課題を見つめテクノロジーを活用することが不可欠です。
高専の女子学生の皆さんが活躍できる領域が広がるとともに、皆さんがより社会で必要な存在
になることは間違いないと私は考えています。皆さんなりの視点で社会を見つめ、テクノロジ
ーを活用して、社会の発展に、そして皆さん自身の成長につなげていただきたいと心から願っ
ています。 

NPO法人日本女性技術者
フォーラム(JWEF)
理事長
中央大学特任教授

特定非営利活動法人Waffle
ディレクター

SoW Insight代表取締役社長

GCONを応援する先輩たちからのエール

一歩踏み出す勇気が、社会を変える



協賛社メッセージ
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東京水道

高専生の皆さんが社会課題を見つめ、より良い未来をつくろうとする視点と発想に、私たちは大
きな可能性を感じました。SDGsの観点から生まれた一つひとつのアイデアはいずれも着眼点が
鋭く、現実の社会を変える可能性を強く感じさせる素晴らしいものでした。
仲間と議論を重ねながら形にしていくその過程こそが、これからの社会に必要とされる力です。
柔軟な発想と挑戦する姿勢は、必ず新たな価値を生み出し、未来を形づくっていくはずです。
その歩みが次の時代を動かす原動力になると、私たちは確信しています。
東京水道は、皆さんの可能性に期待し、これからの学びや挑戦、そして未来でのご活躍を応援し
ています。

鹿島建設

高専生の皆さんならではの創造力と技術力を活かした取り組みはどれも素晴らしく、自らの手で
社会課題を解決して未来を切り拓きたいという熱意に感銘を受け、よりよい社会の実現に向けた
皆さんの志に私たちも共感しました。
鹿島建設も皆さんが安心・安全で快適に暮らすことができるインフラや建物の提供を通じて、社
会に貢献するために技術を磨き、日々挑戦し続けています。いつの時代も未来を切り拓くのは人
です。「より良い100年をつくりたい」この思いは私たちも同じです。人の思いと技術を受け継
ぎ、より良い時代をつくるためにこれからも一緒にチャレンジしていきましょう。
これからも皆さんの挑戦を応援しています。

より良い社会の実現に向けた高専生の皆さんの取り組みはどれも素晴らしく、高い志と実行力、
そして豊かな表現力に感銘を受けました。
社会の新しい価値を生み出していくには、科学技術の進歩に加え、多様な価値観とその受容が大
切です。私たちJFEスチールは、鉄という素材、そして鉄をつくるという事活動を通して、地球
の未来を、そして世界中の人々の生活をより良い豊かなものにしたいと考え、社員一人ひとりが
自身の能力や多様性を発揮しながら日々製造技術や商品の開発に取り組んでいます。
皆さんがさらなる挑戦を続け、個性や独自の視点が織りなす斬新なアイデアや熱い思いをもと
に、未来を創るリーダーとして存分に活躍されることを期待しています。

JFEスチール



GCON2025に参加された高専生の皆さん、大変お疲れさまでした！
三菱電機エンジニアリングは、開発・設計のエキスパートとして社会をより良くするための製品
を創出していますが、社会課題解決に向けた技術開発・活動・アイデアに真摯に取り組む皆さん
と伴走できたことは大変貴重な経験となりました。
夏のカンファレンスから冬の本選までの間に、研究内容が大きく飛躍しており、深く感銘を受け
たとともに皆さんの挑戦から私たちも多くを学び、刺激を受けました。
GCONでの経験を糧に、これからも多くのことに積極的に挑戦してください。日本の未来を切り
拓く存在として活躍されることを心から期待し、応援しています！

東京エレクトロン

高専での学びを通じて培った専門知識や実践的なスキルを活かし、SDGsの観点から社会課題解
決に向けた皆さんの取り組みは非常に価値あるものです。時には失敗もあったかと思いますが、
仲間とともに切磋琢磨し、新しいことに挑戦した経験は、必ず将来への大きな力になります。東
京エレクトロングループでは、挑戦を恐れず、常に学び続ける姿勢を持った皆さんのような高専
出身の方々が活躍しています。皆さんとともに、世界唯一の技術力で、半導体の技術革新に貢献
し、イノベーションを牽引していきたと思います。皆さん一人ひとりの情熱と創造力が、未来を
変える原動力となります。ともに新しい可能性を切り開いていきましょう。

協賛社メッセージ
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全日本空輸

三菱電機エンジニアリング

学業と並行しながら高専GCON2025に挑戦されている高専生の皆様の、探求心とチャレンジ精
神に心から敬意を表します。
「技術の力で明るい未来を築きたい」という想いを原動力に、これまで培ってきた知識と創造力を結集し
てアイデアを形にしていく姿は、ANAグループの経営ビジョンである「ワクワクで満たされる世界を」と
重なります。
高専GCONの取り組みは皆様の努力の結晶であり、「世界そして未来へつながる滑走路」です。
皆様の多様な視点と革新的なアプローチが、社会に新たな価値をもたらし、世界中の多くの人々
の心を動かしていくことでしょう。変化を恐れず自らを高めて挑戦を続ける皆様を、心から応援
しています！



アクセスネット

TMEIC(ティーマイク)

協賛社メッセージ

皆さんのユニークなアイデアとプレゼンの熱量がとても

印象的でした。「世の中のためになりたい」という気持ち

が伝わり、私たちも刺激を受けました。GCON2025に参

加された高専生の皆さん本当にお疲れ様でした。

KOSENと高専生を応援する「アクセスネット」は皆さん

が活躍するミライに期待しています。　

住友金属鉱山

GCON2025本選お疲れ様でした。新鮮で新しく、社会的

意義や地域愛の深いアイデアが沢山で、今後の期待を強

く感じるとともに皆さんの熱心さや裏での努力も感じら

れ、大変有意義な時間でした。エクシオグループはこれ

からも皆さんの取り組みを支え、一緒に未来を創造して

いきます。皆さんの挑戦・成長を応援しています。

エクシオグループ

GCONに参加し、皆さんの独自の視点や発想、研究の質の高

さ、そして卓越したプレゼン力に深く感銘を受けました。

高専生の底力と未来への可能性を強く感じています。

これからもGCONを通じて挑戦を重ね、新しい景色を見せ

てください。

応援しています。
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高専生の皆さんには、様々な領域で培ってきた技術・技

能を土台に、社会が持続的に成長していくための技術開

発やアイデアを周囲と共に創造し、社会実装する力を育

んでほしいと考えています。

現在、世界は加速する気候変動をはじめ様々な課題に挑

戦しています。挑戦で共に未来を変えていきましょう。

AGC

高専GCONを通して、皆さんの柔軟な発想力や地域の課題

に対する目の付け所、さらには熱意にとても感銘を受けま

した。皆さんは、将来日本を支える素晴らしい技術者に成

長することでしょう。GCONでの活動経験は、皆さんが社

会に出た時に挑戦を後押しする力になると思います。

関電工は皆さんが活躍されることを期待しています。

関電工

トヨタ自動車

SDGsの視点で社会課題の解決に向けた技術開発を提案す

るGCONは、トヨタが大切にしているダイバーシティ

や、創業以来大事にしてきた「自分以外の誰かのために」

という想いと同じ価値観を共有しています。

柔軟で無限の発想力を持った高専生の皆さまのご活躍を

トヨタとしても応援しています！

社会課題に寄り添い、解決しようと取り組んでいる姿

に、とても共感しました。NSKでも持続可能な社会の実

現のために挑戦を続けており、皆さんの柔軟で斬新なア

イディアに大いに刺激を受けました。高専生の皆さんが

次の未来を創造していくことを期待しています。NSKは

これからも高専生の挑戦を応援しています！

日本精工

高専GCONに参加された皆さんの、専門性と地元愛を活

かした独創的な発表に、深い感銘を受けました。仲間と

協力しながら社会課題の解決に挑んだ経験は、皆さんの

大きな財産になります。私たち住友金属鉱山も、430年

以上にわたり地道に努力を重ねてきました。一歩ずつ着

実に挑戦を続け、共により良い社会を目指していきまし

ょう！



高専生の皆さんの「技術で社会を変えたい」という挑戦

に、私たちは大きな可能性を感じました。

自分の手で考え、つくり、試し、伝えた経験は、必ず次

の一歩につながります。

私たちピューズも、ものづくりで社会に向き合い、社会

に必要とされる技術に挑戦し続けます。

これからも一緒に歩んでいきましょう。

ピューズ

協賛社メッセージ

高専生の皆さんの創造力と技術力を活かした取り組みは

素晴らしく、ユニークな視点と発想、そして本選での熱

意溢れるプレゼンテーションに大いに刺激を受けまし

た。GCONを通じて得た経験や人とのつながりは、かけ

がえのない宝物になると信じています。マブチモーター

は、未来を切り拓く高専生の挑戦を全力で応援します！

マブチモーター

協賛企業応援メッセージ動画
GCON協賛企業は、高専生のポテンシャルを高く評価し、心から
応援したいという企業ばかりです。
本動画では、全18社の協賛企業のメッセージを掲載。GCONに挑
戦しようという学生の皆さんへのエール、そしてこれからも皆さ
んの毎日の糧になるメッセージとなっています。
是非、ご覧ください。

https://youtu.be/wlFUoAN9AZE
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GCON2025参加の皆さま、たくさんの感動をありがとうご

ざいました。

社会課題解決への情熱と“当たり前”を疑う視点に深く感銘す

るとともに、貴重な学びと気づきをいただきました。

今回の成果は、学内外の連携と地道な努力の賜物であり、社

会実装への確かな一歩です。

今後のさらなる挑戦と成長を、心から応援します。

村田製作所

社会が抱える課題を考え、知恵を出し合い解決策を提案す

るという高専GCONでの挑戦は、皆さんの未来を切り拓く

大きな一歩となることと思います。

その情熱と創造力が、社会をより良くする力になることを

期待しています。

安川電機は、皆さん一人一人のこれからの挑戦を心から応

援しています！

安川電機



大西 真駿

大阪大学 蛋白質研究所 助教

GCONに参加する皆さんを見るた
び、若くエネルギーあふれるアイ
デアと研究開発への情熱にいつも
大きな刺激をいただいてました。
その熱意を大切に、自分の信じる
道を思いきり突き進んでくださ
い！これからの活躍を心から応援
しています！

藤田 大悟

地域の課題、世界の課題、現場の
課題、さまざまな課題に取り組ん
でいる様子が素晴らしいと思いま
す。ぜひ、この挑戦をきっかけ
に、研究開発を続けながら、共に
世の中を良くしていきましょう。
これからの活躍が楽しみです。

（株）リバネス
エリア開発事業本部 部長

前川 啓一郎
KOSEN Labo 代表/

プリンストン大学博士研究員

私も高専OBとして、身近な違和感
や課題に本気で向き合い、学んだ
技術で形にしようとする学生の挑
戦に大きな可能性を感じていま
す。想いを行動に変えたい皆さ
ん、ぜひGCONに挑戦してみてく
ださい！！

兼城 駿一郎

（株）高専キャリア研究所
代表取締役

年々パワーアップしている発表に
高専卒業生として心打たれていま
す。地域や専門性に根ざした、独
自の観点やハイレベルなプロセス
と解決策は圧倒的です。
これからの社会実装やさらなる展
開を期待しています！

内山 啓文

KOSEN LABO/教育系NPO 

高専OBとしてGCONに関わり4年
目になりますが、更に課題・アイ
デアの幅と深さが増したことを感
じています。高専自身の素朴な疑
問や課題感から生まれるテーマが
光っており、自分ごとを社会課題
として捉え直せていることが素晴
らしかったです。来年も益々楽し
みです。

小林 真緒子

(一社)アンカー 共同代表理事 
東京科学大学大学院在学中

これからもGCONでの経験や学びを
活かし、皆さんの高専を、地域を、
そして社会をより良くしていくムー
ブメントを起こしていきましょう！ 
そして何より、楽しむ気持ちを忘れ
ずに。 これからも、皆さんの活躍を
心から応援しています。

正田 亜海
（株）リバネス
戦略開発事業部

本年度も高専生の地域課題に挑む
熱量に大きな刺激を受けました。
その挑戦がこれから未来へと大き
く広がっていくことを心から期待
しています。共に身近な課題の解
決に取り組んでいきましょう。こ
れからも応援しています！

橋本 光平
（株）リバネス
創業開発事業部

今年は、高専生の皆さんが地域な
らではの課題に向き合う熱量と、
その解決に挑む姿勢に大きな刺激
を受けました。GCONでの経験は
これからの活動をさらに広げてい
く大切な機会になったはずです。
今後のさらなる挑戦も心から楽し
みにしています。

高堰うらら

オモテテ㈱代表取締役

GCON参加者は技術力からプレゼ
ンテーション能力までレベルが高
く、かつ活動や研究の領域が多様
です。会場での交流やお互いの活
動からの学びを通じて高め合えら
れる貴重な機会だと思います。ぜ
ひ挑戦してください！これからも
皆さんの活躍を応援しています！

長谷部 美紅
（株）横田アソシエイツ、

グラフィックファシリテーター

好奇心から生まれたアイデアを丁
寧に磨き、伝える力の高いプレゼ
ンテーションが印象的でした。
GCONをきっかけに、技術と挑戦
する姿勢を力に変えて、共に社会
を前に進めていきましょう！

サポーターメッセージ
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運営委員会挨拶

内田 由理子

小林 美恵子

永井 翠

松野 一成

国立高等専門学校機構教授/ダイバー
シティ推進室アドバイザー
香川高等専門学校一般教育科教授

国立高等専門学校機構本部事務局
学務参事  教授

国立高等専門学校機構 ダイバーシティ
推進室
東京工業高等専門学校 電子工学科 准教授

国立高等専門学校機構ダイバーシティ
推進室 
呉工業高等専門学校 教授

 　第4回高専GCON2025は、全国から38高専[89チーム・315名の学生

たちが集い、それぞれの視点で「未来」を形にするために挑みました。

　会場で私たちが目の当たりにしたのは、既存の枠組みにとらわれない

学生たちの独創的なアイデアと、それを形にしようとする圧倒的な技術

力です。研究に留まらず、社会実装への道筋を描き、納得がいくまで議

論を重ねる姿に、技術者としての誇りと強い責任感を感じずにはいられ

ませんでした。社会課題という正解のない問いに対し、仲間を信じ、真

摯に向き合う皆さんの姿は、観覧していた多くの中学生、次世代の若者

たちに「技術で世界は変えられる」という大きな希望と勇気を与えてく

れました。

　挑戦を続けた学生の皆さん、熱心にご指導いただいたサポート教員並

びにメンターの皆様、本大会の趣旨にご賛同いただいた協賛企業の皆

様、そして開催を支えてくださったすべての関係者の皆様に、運営委員

一同、深く感謝申し上げます。

　学生の皆さん、あなたたちが持つ「困難を乗り越える力」と「仲間と

共に歩む力」は、これからの社会を照らす光です。その力を信じ、これ

からも力強く未来を切り拓いていってください。私たちは、皆さんのさ

らなる飛躍を確信しています！

　今年の本選会場は冷たい雨の降る東京大学でしたが、伊藤謝恩ホー

ルは最終選考に残った12チームの熱気でいっぱいでした。あまた開

催されている高専のコンテストの中で、GCONはやや地味めの印象が

ありますが、そのようなイメージは今やすっかり払しょくされたよう

に思います。理系女子への需要が高まる中で、高専女子へ向けられる

関心も強まっており、その力を十分に見せつけるのがGCONだからで

しょう。今年はとくに、地域の困りごとを自分事として受け止め、何

とか解決したいという熱意やそこから生まれたアイデアの見事さ、プ

レゼンテーションの完成度の高さが印象に残りました。それらはいず

れも女性ならではの視点のきいた魅力にあふれています。とはいえ、

春にエントリーが始まった時点では、ここまで進化することは想定で

きませんでした。全体のレベルが著しくレベルアップしたことに驚い

ています。先生方やサポーターの皆様から戴いた丁寧なご指導ご支

援、企業の皆様の応援に深く感謝申し上げます。そして、このところ

活躍目覚ましいのが高専卒業生の皆さんです。GCONでも、後輩たち

のために惜しまず力を尽くしてくれました。広い社会の中で高専は特

別目立つ存在ではありませんが、卒業生同士の結束力や後輩への愛情

は極めて強く、高専パワーという大きなうねりを作っているように思

われます。その力を受けて、GCONは来年も大きく飛躍することでし

ょう。また一年後の開催を心待ちにしています。


 GCON2025には、多くの学生が参加し、企業の皆さまや学校関係者の

方々のご支援とご協力のもと、開催することができました。GCON2025

の最終発表会には12チームの学生が参加し、企業の皆さまや学校関係者

の方々にもご来場いただき、充実した内容の発表会となりました。運営

委員として、開催にあたりご協力いただいたすべての皆さまに、心より

感謝申し上げます。当日、学生の皆さんが自らの学びや成果を堂々と発

表する姿は大変印象的でした。発表の内容だけでなく、その表情や立ち

居振る舞いから、これまでの努力の積み重ねが感じられました。また、

学年や分野を越えて互いの発表に耳を傾け、刺激を受け合う姿は、

GCONが交流と学びの場であることを示していたと思います。今回の経

験は、挑戦する姿勢や他者から学ぶ大切さを実感する機会になったので

はないでしょうか。ぜひこの経験を今後の学習や研究、さまざまな活動

に生かし、それぞれの目標に向かって歩みを進めてください。皆さん一

人ひとりの今後の活躍を、心より期待しています。

　高専生のみなさん、GCON2025へのご参加、誠にありがとうございま

した。エントリーしていただいた方々、エントリーをご支援いただいた

方々、協賛いただいております企業の皆様、審査をお引き受けいただい

ております方々、様々な方々のおかげをもちまして、素晴らしいコンテ

ストになったと思います。GCONは技術・アイディアを競うコンテスト

ではありますが、学生自身の成長の場としての役割が大きいと思ってお

り、このような“場”を学生に提供することこそが、学校として、学校とし

て大きなの役割ではないかと思います。私自身、高専OBですが、学生時

代にはこのようなコンテストはありませんでした。今では多くのコンテ

ストがあり、どのコンテストも自身の成長の糧になるはずです。学生に

とって、この状況を大変羨ましく思うと同時に、しっかりと運営し、学

生の成長をサポートしていきたいと思っております。

　今後もGCONは進化していくと思います。その進化には多くの学生の

参加が必要です。参加学生が成長し続けられますように、全力でサポー

トしていく所存です。どうぞ、宜しくお願い致します。
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